
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
展
開
』

l
lピ
レ
ン
ヌ
学
説
の
再
吟
味
|
|

こ
の
小
篇
を
三
戸
教
授
に
献
げ
る

わ
た
く
し
は
、
本
誌
に
一
九
八

O
年
以
来
昨
一
九
八
六
年
に
至
る
ま
で

「
中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
」
な
る
一
論
放
を
寄

せ
、
右
の
長
官
刷
の
完
結
を
機
と
し
て
本
年
(
一
九
八
七
〉
初
頭
こ
れ
を
『
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
展
開
』
と
題
す
る
一
書
に
纏
め
て
江
湖
に
闘
う

所
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
書
の
読
者
に
対
し
て
は
淘
に
相
済
ま
ぬ

次
第
な
が
ら
、
わ
た
く
し
は
同
書
刊
行
の
直
後
よ
り
し
て
既
に
該
書
が
わ

た
く
し
の
意
を
十
分
に
尽
さ
ざ
る
点
の
多
々
存
す
る
こ
と
を
自
認
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
|
|
i
以
下
の
拙
稿
は
、
夫
れ
ら
の
諸
点
中
わ
た
く
し
に

と
り
取
り
分
け
い
ま
最
重
要
と
息
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
取
敢
え
ず
そ

の
骨
子
を
布
街
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
拙
著
の
一
つ
の
〉

8
2
2凶
た
ら

し
め
ん
と
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

抑
々
今
回
の
拙
著
に
お
い
て
は
、
先
ず
以
て
一
般
に
中
世
都
市
の
本
質

を
マ
ッ
ク
ス
ー
ヴ
ェ

l
パ
i
の
謂
う
所
の
「
消
費
者
都
市
(
同

8
2
B
B
Zロ・

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
展
開
』
補
遺

補
遺

田

正

義

中

a
E
C」
に
対
立
す
る
「
生
産
者
都
市
(
吋
H
o
a
戸扇町三

g間
窓
会
)
」
、
な
か
ん

ず
く
そ
の
ア
ジ
ア
的
な
ま
た
古
典
古
代
的
守
口
芭
お
)
な
夫
れ
ら
と
な
ら
ぶ

中
世
的
な
類
型

2
2
5
5
0
E芯
ユ

W
Z
吋
吋
吉
田
)
ー
ー
そ
の
生
産
商
品

が
市
域
外
に
移
出
せ
ら
れ
る
ご
と
き
工
業
が
手
工
業
の
形
に
お
い
て
(
宮

司

R
S
弘
司
由
民
自
弘
司
町
長
田
)
存
在
し
て
居
る
所
の
生
産
者
都
市
、
と
し
て

(
1
)
 

把
え
た
。
市
し
て
、
新
か
る
い
ま
生
産
者
都
市
の
中
世
的
な
一
類
型
と
し

て
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
生
成
の
基
本
的
な
過
程
を
、
わ
た
く
し
は
、

特
に
拙
著
の
最
終
章
「
七
一
応
の
綜
括
」
な
る
箇
所
に
お
い
て
(
問
書
、

二
四
九
!
一
二
三
七
頁
〉
、
「
局
地
的
市
場
(
H
定
期
的
市
場
)
圏
の
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
中
世
都
市
展
開
に
お
け
る
契
機
的
意
義
」
に
関
す
る
第
二

O
節
(
同
書

三
O
五
|
二
一
一
一
頁
て
な
か
ん
ず
く
「
局
地
的
u
定
期
的
市
場
圏
の
生
成

過
程
」
に
関
す
る
第
二
二
節
(
向
書
、
三
二
五
|
三
三

O
頁
)
に
お
い
て
、

概
し
て
、
農
村
に
お
け
る
一
般
に
社
会
的
生
産
諸
力
の
発
展
|
|
生
産
の

余
剰

(
C
Z
B岳
山
町
田
与
の
確
立
|
|
荘
園
に
お
け
る
手
工
業
者
の
小
商
品

生
産
者
な

2
q
問。包回目
v
g
E
g
G
と
し
て
と
同
時
に
小
商
人

e
a
q

二
五
九
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a
s
-
R
H
H小
売
商
人
公
2
回
日
目
。
吋
)
〕
と
し
て
の
独
立
l
l
t彼
等
独
立
し
た

小
商
品
生
産
者
即
小
商
人
た
ち
の
、
消
費
力
の
集
中
せ
る
所
の
「
中
心
地

(NgH門
戸
白
色
・

N
g
R丘町吋

0
3
)
」
!
特
定
の
荘
園
ま
た
は
特
定
の
所

領
へ
の
集
中
日
定
着
|
|
局
地
的
市
場

G
o
g
-
B
R宮
C
F
O
E
-
S
R
E
)

の
成
立
l

i
近
距
離
商
業
(
田
宮
平
色
注
目
g
n
Z円白血叩
h
Z
$
E
E叩
C
の
展

(

2

)

 

開
、
と
い
う
大
筋
の
過
程
の
裡
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

〔

一

〕

即
ち
、
い
ま
若
干
こ
れ
を
詳
説
す
れ
ば
、
も
と
父
家
長
制
〔
大
〕
家
族
の

閉
鎖
的
家
内
経
済
(
四
四
回

n
E
8
8
5
出
宮
田
看
守
窓
口
げ
即
時
。
|
純
粋
の
自
己

生
産
今
回
目
ロ
四
百
四
四
弓
円
。
合

E
Eる
の
解
体
に
伴
い
成
立
を
見
た
る
と
こ

ろ
の
、
村
落
共
同
体
内
分
業
関
係
に
お
い
て
、
従
来
、
一
般
的
報
酬
の
原

則

2
S
H
U同
日
日
ぜ
な
吋
間
g
巾
吋
叩
ロ
叩
口
開
口
仲
間
叩

E
W
V
H
E
C
に
基
づ
き
共
同

体
に
よ
っ
て
食
糧
そ
の
他
の
生
活
資
料
を
支
給
せ
ら
れ
・
そ
の
生
活
を
保

障
せ
ら
れ
る
所
謂
「
村
抱
え
」
(
り
叩
B
E円四↓
2
ミ
ミ
4
h
n
)

と
し
て
実
存
し

来
っ
た
所
の
荘
園
の
村
落
手
工
業
者
(
己
負
巴
自
己
毛
色
官
。
た
ち
は
、
今

や
彼
等
の
労
働
の
生
産
性
の
上
昇
と
共
に
彼
等
に
村
落
に
対
す
る
ノ
ル
マ

と
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
た
丈
け
の
手
工
品
の
生
産
以
外
に
時
間
の
余
裕
を

生
ぜ
し
め
、
彼
等
を
し
て
斯
か
る
時
間
を
利
用
し
て
村
落
民
の
個
別
的
日

個
人
的
な
需
要
の
た
め
の
生
産
に
従
事
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
に

到
っ
た
。
そ
こ
に
現
わ
れ
来
っ
た
の
が
、
自
ら
は
原
材
料
を
所
有
せ
ず
、

原
材
料
の
生
産
者
た
る
注
文
者
(
H
消
費
者
)
か
ら
の
原
材
料
の
提
供
を
倹

っ
て
自
己
所
有
に
係
わ
る
労
働
手
段
n
道
具
を
以
て
手
ヱ
品
の
製
作
に
従

事
し
、
当
該
製
作
に
費
せ
る
労
力
に
対
す
る
特
殊
H

個
別
的
な
る
報
酬

(間宮
N

円四ロ

Ru
山
口
色
三
円
山
口
四
ロ

2
明
白
仲
間
色
。
す
な
わ
ち
賃
銀

(
F
O
F与
を
以

二
六

O

て
今
や
彼
の
所
得
(
回
忌

O
B
B
S
)
と
な
す
が
ご
と
き
生
産
者
に
依
る
所

の
手
工
業
生
産
ー
ー
ー
「
賃
銀
手
工
業
(
E
F
D
詩
句
宵
)
」
、
す
な
わ
ち
是
れ
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
手
工
業
独
立
の
第
一
歩
を
劃
す
る
と
こ
ろ

の
賃
銀
手
工
業
は
、
や
が
て
、
夫
れ
自
身
の
内
在
的
矛
盾
|
|
夫
れ
が
注

文
を
倹
っ
て
初
め
て
そ
の
生
産
の
行
わ
れ
る
た
め
、
消
費
者
側
に
お
け
る

不
意
の
需
要
の
直
ち
に
は
充
足
せ
ら
れ
得
な
い
不
便
、
ま
た
生
産
者
の
側

に
お
け
る
空
業
の
危
険
ー
ー
に
よ
っ
て
、
本
来
の
手
工
業
た
る
「
価
格
手

工
業

(HU円冊目的当
R
W
)
」
に
自
ら
を
止
揚
u
揚
棄
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
即

ち
、
今
や
原
材
料
を
購
入
日
所
有
し
得
る
だ
け
の
貨
幣
を
有
す
る
手
工
業

者
が
随
時
こ
れ
を
購
入
し
ス
ト
ッ
ク
し
て
、
消
費
者
よ
り
の
注
文
を
倹
た

ず
し
て
製
作
に
従
事
し
、
需
要
に
応
じ
て
一
定
の
価
格
(
句
5
2
)
を
以
て

販
売
(
4
叩
吋
}
内
田
口
向
。
与
す
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
こ
の
生
産

が
本
質
的
に
な
お
手
工
業
た
る
所
以
の
も
の
は
、
そ
の
原
材
料
を
購
入
す

る
た
め
の
貨
幣
が
未
だ
商
業
資
本
(
国
富
合

Z
E笠
宮
C
と
し
て
商
業
利
潤

(
F
8
5
5
R
Nぽ
口
四
門
司
8
2
)
を
産
む
た
め
に
用
い
ら
れ
や
す
、
手
工
業
者
は

依
然
と
し
て
「
賃
銀
」
に
よ
っ
て
衣
食
す
る
所
の
独
立
の
労
働
者
で
あ
る

点
、
ー
ー
そ
の
生
産
が
窮
極
に
お
い
て
広
義
の
「
顧
客
生
産

Q
S品目白-

H)BEE-o口
)
」
の
域
を
脱
せ
ず
、
本
来
直
接
的
交
換
(
巳

5
E
2
〉

5
・

g
g
n
F
〉
を
志
向
し
、
手
工
業
者
は
小
商
品
生
産
者
で
あ
る
と
同
時
に
小

〔
一
一
〕

商
人
で
あ
る
点
、
に
こ
そ
存
し
た
の
で
あ
る
。
/
斯
く
し
て
今
や
全
く
独

立
し
た
小
生
産
者
た
る
所
の
荘
園
の
手
工
業
者
H

職
人
は
、
愛
に
経
済
的

余
裕
を
生
じ
来
た
る
と
と
も
に
領
主
か
ら
身
分
的
自
由
を
購
っ
て
、
其
処

に
城
塞
n
衛
成
地
や
王
宮
町
居
城
あ
る
い
は
教
会
日
修
道
院
の
ご
と
く
定



住
的
な
る
消
費
者
集
団
が
常
時
存
在
し
て
い
て
、
消
費
力
の
集
中
せ
る
所

の
「
中
心
地
」
|
|
特
定
の
荘
園
あ
る
い
は
特
定
の
所
領
を
目
指
し
て
行
商

に
出
掛
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
て
、
手
工
業
者
と
し
て
の
行
商
人

た
ち
守
包
色

R
田
一
回
目

5
-
0
3与
が
斯
か
る
消
費
力
の
集
中
せ
る
所
の
中

心
地
に
婿
集
し
定
着
目
定
住
す
る
に
到
っ
た
結
果
、
其
処
に
手
工
業
生
産

力
が
集
中
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
農
業
生
産
物
に
対
す
る
新

た
な
る
消
費
力
の
集
中
を
意
味
し
た
。
斯
く
し
て
生
産
力
と
消
費
力
と
が

或
る
程
度
ま
で
大
量
的
に
或
る
特
定
荘
園
ま
た
は
特
定
所
領
に
集
中
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
此
の
両
者
を
直
接
的
に

i
!と
一
疋
う
の
は
そ
の
聞

に
専
業
的
な
〔
|
本
職
の
〕
商
人
守

g貯
留
山
吉
田
H
E
R
n
V恒三回一

Z
E
r・

5
g日
開
。
関
宮
巴

EH叩
)
を
介
在
せ
し
め
る
こ
と
な
し
に
|
|
媒
介
す
る
と

こ
ろ
の
舞
台
と
し
て
、
其
処
に
、
週
市
(
司

g
E
U
1
5
R
E口
当
。
ロ
冨
ロ
'

S
R
E
)な
る
局
地
的
市
場
の
成
立
を
見
、
斯
か
る
荘
園
あ
る
い
は
所
領
は

こ
こ
に
漸
く
中
世
都
市
的
相
貌
を
呈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
、
と

〔
コ
一
〕

し
た
の
で
あ
る
。

〔一〕

h
B
E
R岳
山
二
回

E
q
f
b目
E
R
n
gロ
m
n
Z
E
E
-目。=

を
わ
た
し
く
は
従
来
斯
く
訳
し
て
未
だ
曽
て
家
父
長
制
〔
大
〕
家
族
な

る
用
語
を
用
い
た
こ
と
は
な
い
。
拙
著
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
封
建
制
の

形
成
』
(
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
五
九
年
、
新
版
、
一
九
七
七
年
)
二

六
、
二
八
、
三
三
、
四
三

l
四
、
四
八

i
九
、
五
三
、
六
四
、
八
七
、

九
一
、
九
三
、
九
九

l
一
0
0、
一

O
六
、
一
五
三
、
一
五
五
、
一

五
九
、
一
七
八
、
二
四
五
、
三
一
五
頁
、
参
照
。
ま
た
、
拙
著
『
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
初
期
経
済
史
の
諸
問
題
』
(
山
川
出
版
社
、
一
九
七
八

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
展
開
』
補
遺

年
)
二

O
、
二
二
、
三
二
、
一

O
O、
二
一
六
頁
、
参
照
。
ま
た
、

制
稿
「
初
期
ア
ン
グ
ロ
日
サ
ク
ソ
ン
社
会
の
基
本
構
造
」
(
弘
文
堂
版

『
社
会
経
済
史
大
系
』
E
〔
中
世
前
期
、
一
九
六

O
年
〕
所
収
)
二
二
九
、

ニ
コ
二
ハ

l
七
、
二
三
九
|
四

O
、
二
四
四
頁
、
参
照
。
ま
た
、
拙
稿

「
ア
ン
グ
ロ
l

サ
ク
ソ
ン
の
社
会
と
そ
の
封
建
化
」
(
岩
波
講
座
『
世

界
歴
史
』

7
〔
中
古
1
、
一
九
六
九
年
〕
所
収
)
三
八
二
!
四
、
三
八

七
、
三
八
九
|
九

O
、
三
九
一
、
三
九
五
、
四

O
O頁
、
参
照
。
ま

た
、
拙
稿
「
ハ
イ
ド
的
土
地
所
有
の
基
本
性
格
」
(
イ
ギ
リ
ス
中
世
史

研
究
会
編
『
イ
ギ
リ
ス
中
世
社
会
の
研
究
』
(
山
川
出
版
社
、
一
九
八

五
年
、
所
収
)
五
、
七
頁
、
参
照
。

1
1
1夫
れ
は
、
も
と
も
と
、
か

つ
て
マ
ル
ク
ー
ブ
ロ
ッ
ク
が
言
っ
た
よ
う
に
、
一
組
の
夫
婦
と
そ
の

子
供
た
ち
か
ら
基
本
的
に
構
成
さ
れ
る
所
の
「
単
婚
〔
小
〕
家
族
公
白

p
s
E
o
n
g吉
岡
田
ぽ
)
」
門

1
5
8
0岡山
B
芯

P
B
Eコ
宮
D
ロ
ロ
岡
田
自
由
'

R
Z
司
即
日
庄
司
〕
に
対
し
て
夫
れ
以
前
の
家
族
の
進
化
形
態
を
表
わ

し
示
す
と
こ
ろ
の
も
の
|
|
生
活
を
共
同
に
す
る
、
数
個
の
世
代
に

跨
る
・
数
個
の
傍
系
夫
婦
(
立

g
-
E
a
g毛
ぽ
凹

n
D
口
同
志
吋

2
6を

含
む
と
こ
ろ
の
、
《
ロ
ロ
回
同
即
日
巳
白
色
町
門
司
司
叩

g
g
s
b
b目立母内向』》

〔
最
後
の
文
字
は
引
用
者
に
依
っ
て
イ
タ
リ
ッ
ク
に
さ
れ
た
〕
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
〔
宮
凹
尽
盟

R
Y
』い司崎町向、白町内恥喝、時的ロ

3
E・

3
白一世
H

弘
司
、
と
札
口
町

3
3
2
N
」「喝、白司明白な♂、
H
，D

H
H
H
O

匂吋叩自由。同
(
O
田-

H
0

・
H
由

ω
H
h
Z
D
ロ4
白
ロ
叩
恥
品
目
t
o
p
H
V胆
H
-
u
w
H
U
m
N
Y
H
M
匂・回目
ω
・同町∞・

(
マ
ル
ク
・
ブ
ロ
ッ
ク
『
フ
ラ
ン
ス
農
村
史
の
基
本
性
格
』
河
野
健
二

・
飯
沼
二
郎
霧
、
創
文
社
、
一
九
五
九
年
、
二
二
二
、
二
二
七
頁
)
。

一一六
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九
八
八
年
)

。
同
・
仇
弘
司
選
句
.
、
H，F
o
m円

m
o
o同
り
由
旬
冊
目
色
冊
目
件
。
三
件
目
4mw
氏
。
ロ
目
白
血

ωa・

間口目白門戸田日目白
mHHHcto口問
J
E
叫

dE〈

U
S
S
ミ
弘
何
時
同
町
白
書
白
神
話
民
町
民
な
-

H巴
ミ
旬
、
.
同
昔
、
必
♂
〈
o
-
-
H
G
a
叩門回口
-
u

町
内
同
・
『
司
』
・
同
・
。
UHV町田
H
H
H

b
E
-
8ロ
句
D
d
司叩吋
U

M
ロ門四日仏
p-
白
血
・
げ
可
宮
・
宮
・

2
的窓口・

呂

g
〉切回】・

M

∞0
・
〕
そ
の
さ
い
、
白
川
腎
要
め
の

R

宮
H
H
H

白
門
口
同
】
‘
な
る
形

容
詞
の
名
詞
形
!
日
)
恒
常
U
R
Z
Z丘
江
田
R
F
h
H
d
-
E同
R
V〕
な
る
語

は
、
原
来
、
語
源
的
に
は
の
円
・

2
2・3
と
ま
円
で
あ
っ
て
、
夫
れ
は

家
族
の
意
味
の

2
4
A
と
、
指
導
者
の
意
味
の
号

usn
と
の
合

成
語
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
留
目
す
べ
き
は
、

前
者
の
刊
号
、
え
は
も
と
も
と
父
を
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
足
司
令

よ
り
転
化
せ
る
も
の
で
あ
る
、
と
一
云
う
厳
然
た
る
言
語
学
的
事
実
、

是
れ
で
あ
る
。
ー
1
此
の
点
に
想
い
到
る
な
ら
ば
、
前
記
官
豆

Rs

ny叩
は
何
は
と
も
あ
れ
「
一
人
の
家
父
(
同
白
己
回
4
丘
町
る
に
し
て
同
時

に
ま
た
家
長
(
河
田
口
m
V
Rる
た
る
と
こ
ろ
の
特
定
の
個
人
」
を
表
わ
し

て
居
る
こ
と
は
、
其
処
に
些
か
の
疑
問
を
差
し
挟
む
余
地
も
存
し
な

い
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
宮
青
山
由
R
E
E
n
y
o
E
E
-
E
冒
E
R
4

n
z
-
P
B口
可
と
は
、
本
来
、
文
字
通
り
に
は
単
に
「
家
父
家
長
制

〔
大
〕
家
族
」
を
意
味
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
。
の
っ
て
、
是
れ
を
い

ま
簡
約
表
記
す
る
と
せ
ば
、
何
は
と
も
あ
れ
要
め
を
な
す
「
父
」
の

字
を
ま
ず
先
立
て
て
「
父
家
長
制
〔
大
〕
家
族
」
と
為
す
の
が
至
当
で
あ

る
と
考
え
る
。
尚
、
「
家
父
長
制
〔
大
〕
家
族
」
な
る
本
邦
学
界
の
慣
用

的
u
常
套
的
な
る
表
現
に
は
、
い
ま
一
つ
難
点
が
有
る
、
|
|
夫
れ

は
、
そ
の
語
感
上
、
そ
こ
に
複
数
の
家
父
の
存
在
を
前
提
し
て
、
そ

一一六

の
中
の
一
人
の
家
父
が
爾
余
の
家
父
た
ち
を
代
表
し
て
独
り
生
殺
与

奪
の
「
家
父
長
権
な
ミ
ミ
白
地
巴
H
S
H
b
h
)

」
を
行
使
す
る
、
と
云
っ
た
大

家
族
形
態
を
表
象
し
兼
ね
な
い
危
倶
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

序
で
な
が
ら
申
し
添
え
る
が
、
わ
た
く
し
が
、
此
の
、
中
世
初
期

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
史
の
出
発
点
を
な
し
且
つ
は
そ
の
社
会
の
原
基

形
態
(
巴
叩
B
S
S
ロ
R
B
)
を
な
す
と
こ
ろ
の
家
族
形
態
、
|
|
最

後
の
原
始
的
民
主
主
義

(
d
a
m
s
o可
注
目
)
の
砦
た
る
自
由
民
会
問
守

、
。
の
家
族
形
態
、
を
も
っ
て
、
ま
さ
に
父
家
長
制
〔
大
〕
家
族
な
り
と

す
る
認
識
に
到
達
す
る
端
緒
と
な
っ
た
も
の
は
、
お
よ
そ
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
ゲ
ル
マ
ン
世
界
全
体
を
通
じ
て
|
|
い
わ
ゆ
る
「
蛮
民
法
典

(rhszsbさ
さ
き
〉
」
に
お
け
る
が
ご
と
く
く
己
関
白
H

F
由
江
口
で
は

な
く
し
て
|
|
ま
さ
し
く
民
衆
語
で
書
か
れ
た
唯
一
・
最
初
の
法
典

た
る
と
こ
ろ
の
、
第
七
世
紀
初
め
の
、
ア
ン
グ
ロ
ウ
l
サ
ク
ソ
ン
の

「
七
王
国
(
回
目
立
由
民
F
U
Q
」
の
一
つ
ケ
ン
ト
王
国
の
エ
セ
ル
ベ
ル
フ
ト

王
の
法
典
を
始
め
と
し
て
、
爾
後
こ
れ
ら
初
期
の
七
つ
の
「
部
族
国

家

G
S
B
B
o
g
g
a
)」
を
第
九
世
紀
初
葉
「
統
合
」
し
て
成
立
せ
る
ウ

ェ
シ
ク
ス
王
国
〔
!
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
〕
に
同
世
紀
末
葉
に
現
わ
れ

た
ア
ル
フ
レ
ド
大
王
の
法
典
に
い
た
る
、
当
代
の
第
一
級
の
源
泉
史

料

(C25--8)
の
一
範
曙
た
る
五
つ
の
法
典
〔
も
と
不
文
律
の
古

来
の
部
族
的
慣
習
法
公
江

g
-
g
E
B
B
-担
当
)
の
成
文
化
せ
ら
れ
た

る
も
の
〕
|
|
l
就
中
第
七
世
紀
末
ケ
ン
ト
王
ウ
ィ
フ
ト
レ
ド
の
発
布

に
か
か
わ
る
法
典
中
に
現
わ
れ
る
、
奴
隷
に
関
す
る
と
こ
ろ
の
諸
規

定
、
是
れ
で
あ
る
。
即
ち
、
同
王
法
典
第
十
四
章
に
現
わ
れ
る
奴
隷
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ン
ド
中
世
都
市
の
生
成
u
発
展
の
基
本
的
な
過
程
に
関
す
る
限
り
に
於
て

は
、
わ
た
く
し
は
今
も
猶
、
飽
く
ま
で
本
質
的
に
正
し
い
把
握
で
あ
る
と

信
じ
て
い
る
。

唯
、
今
回
の
拙
著
に
於
て
は
、
本
来
世
界
史
的
に
観
て
手
工
業
を
以
て

そ
の
生
産
的
基
礎
と
す
る
「
中
世
都
市
」
の
い
ま
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を

な
す
所
の
、
近
距
離
商
業
に
対
立
す
る
遠
距
離
商
業
日
遠
隔
地
問
商
業

〔H
貿
易
〕
(
芯
諸
島
田
窓
口

g
R包
2
3
5
E豆
町

σの
足
場
と
し
て
の
性

格
に
関
連
し
て
、
後
者
の
遠
距
離
商
業
に
専
ら
携
わ
る
所
の
専
業
的
商
人

(
B同門円
FE-仏
印
有
D
叫叩由回目。ロ
g
Z
)
が
本
来
い
や
す
こ
よ
り
発
生
し
来
っ
た
も

の
で
あ
る
か
ー
ー
そ
の
出
所
u
起
源
に
関
す
る
考
察
が
、
夫
れ
自
体
と
し

て
は
全
く
欠
如
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
拙
著
を
繕
か
れ
た
方

は
、
|
|
特
に
い
ま
其
の
最
終
章
中
の
第
二

O
節
、
第
二
二
節
の
両
節
に

引
き
続
き
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
展
開
の
い
ま
一
つ
の
契
機
と
し

て
遠
隔
地
問
商
業
の
有
し
た
る
意
義
」
に
関
す
る
第
二
コ
一
節
(
拙
著
の
最
終

章
の
最
終
節
、
同
室
田
三
コ
二
|
七
頁
)
を
お
読
み
に
な
っ
た
方
は
、
言
っ

て
み
れ
ば
、
突
如
と
し
て
横
合
い
か
ら
「
遠
隔
地
問
商
業
」
な
る
も
の
が
登

場
し
来
っ
て
、
夫
れ
が
「
近
距
離
商
業
」
と
パ
ラ
レ
ル
に
発
展
し
つ
つ
均
し

く
「
中
世
都
市
」
の
成
立
に
共
働
す
る
、
と
一
去
っ
た
印
象
を
、
率
直
に
言
っ

て
有
た
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
懸
念
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
一
五

う
の
は
、
わ
た
く
し
は
、
該
節
l
第
二
三
節
の
冒
頭
に
於
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、

・
:
:
夫
れ
で
は
、
当
時
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
中
世
都
市
に
存
在
し
た
の

は
、
飽
く
ま
で
も
週
市
な
る
定
期
的
市
場
(
宮
ユ
包
山
口
回
目

B
R
E
C
た
る

二
六
四

-
局
地
的
市
場
を
舞
台
と
し
て
展
開
せ
ら
れ
る
近
距
離
商
業
に
携
わ
れ
る

と
こ
ろ
の
、
元
来
は
手
工
業
者
た
る
小
商
人
の
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
其
処
に
、
狭
義
の
商
人
す
な
わ
ち
専
業
的
商
人
は
、
絶
え
て
其
の
影

を
見
出
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
、
瞭
ら
か
に
、
否
で
あ

る
。
其
処
に
は
、
遠
隔
地
問
商
業
に
従
事
す
る
と
こ
ろ
の
、
専
業
的
な
商

人
大
商
人
(
の

B
F
E品目白吋)〔
H
卸
売
商
人
〕
が
、
依
然
と
し
て
存
在
し

た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
、
:
:
:
た
と
え
専
ら
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
概
ね

或
る
程
度
審
修
品
で
あ
っ
た
所
の
物
資
を
取
り
扱
い
、
唯
例
外
的
に
の
み

i
|
但
し
、
夫
れ
は
屡
々
極
め
て
大
い
な
る
規
模
に
於
て
で
は
あ
っ
た
が

|
|
穀
物
ま
た
は
衣
料
品
の
ご
と
き
必
需
品
の
取
引
に
も
従
っ
た
の
で
あ

る〔
Q
-
H
U
E
-ザ
の
ユ
R
g
p
d
D
B
5
2
8
U
H
F
o
口
同
長
〉
問
。
回
一
〉

Q
E
A
5
0
ご
Z
H
W
4日常
R
m
.
-
M
7
2
2
R
S
S
D
¥
吋
古
河
口
見
色
町
田
旬
h

E
之
内
と
め
口
町
民
同
町
子
司
氏
件
何
回

ω叩H-
ぽ
♂
〈
D--U(同
泊
目
由

Y
H
U
-
H
N印
〕
。
そ
の

場
合
、
彼
等
の
営
為
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
い
ま
遠
隔
地
問
の
価
格
差

を
巧
み
に
利
用
せ
ん
と
す
る
ぜ
ぎ
宮
町
、

5
0江
4
ぺ
が
抑
々
そ
の
出
発
点
を

な
し
て
居
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
等
は
飽
く
ま
で
も
所
謂
「
譲
渡
利
潤
」

〈
〈
叩
忌
戸
四
叩

E
口問

8
5
2
)
を
追
求
す
る
者
1
1
1
「
高
く
売
る
た
め
に
安
く

買
う
」
と
こ
ろ
の
い
者
、
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
・

〈

3
〉

と
、
唯
そ
れ
だ
け
を
一
言
う
に
止
ま
っ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。

か
く
て
は
、
先
述
の
「
中
世
都
市
」
の
生
成
日
発
展
の
基
本
過
程
に
対
し

て
、
い
ま
専
業
的
な
商
人
た
ち
に
依
っ
て
営
ま
れ
る
所
の
此
の
「
遠
隔
地

問
商
業
u
貿
易
」
の
展
開
は
具
体
的
に
如
何
な
る
か
か
わ
り
を
有
っ
か
、

|
|
換
言
す
れ
ば
、
「
近
距
離
商
業
」
の
歴
史
的
展
開
の
論
理
と
「
遠
距
離



商
業
」
の
歴
史
的
展
開
の
論
理
と
は
抑
々
中
世
都
市
の
成
立
過
程
に
お
い

て
具
体
的
に
如
何
な
る
内
的
相
互
関
連
の
下
に
在
る
か
、
と
云
う
点
は
殆

ど
ま
っ
た
く
暖
昧
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
わ
た
く
し
は
、
現
在
、

此
の
両
者
を
真
に
綜
合
H

統
一
し
て
、
歴
史
H

具
体
的
に
全
き
中
世
都
市

の
成
立
過
程
を
間
明
す
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
こ
そ
が
今
後
わ
た
く
し
に
遣

さ
れ
た
と
こ
ろ
の
課
題
で
あ
る
、
と
そ
う
自
覚
し
て
居
る
。

(
l
v

〈
包
・
冨
自
宅
otoF
唱さ

.5尚ぎ
L
「

H
R足
。
。
皇
宮
古
冶
(
注
目
同
月
0・

g
i品目。円件。〉口出血伺
0・
g
g『問円

40ロ』
OHgロロ
2
4『山口
n
r
o
-
g
g
p
吋
世

tl

山口問。
P
H申
吋

N
Y
関田同法。回目
H
-
叶

-krgovロ
5
・
口
問
。
ロ
山
口
宮
町
岡
山
E
B
O
出。ゥ

g
n
F阻
止
(
叶
『
唱
。
目
。
向
日
。
品
。
門
的
g
去
o
y
即
日
・
図
。
向
ユ
南
口
口
品
開
白
件
。
問
。
ユ
oロ

ι耳
目
g
含
・
印
・
4
N
U

同
・
(
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
l
パ
l
『
都
市
の
類
型
学
』
世

良
晃
志
郎
訳
〔
『
経
済
と
社
会
』
第
二
部
第
九
章
八
節
〕
、
創
文
社
、
一
九
六
四
年
、

二
一
頁
〉
。
拙
著
『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
展
開
』
(
万
水
書
房
、
一
九
八

七
年
〉
、
一
入
頁
、
参
照
。

(
2
V

此
処
で
拙
著
『
展
開
』
の
前
記
第
七
章
第
二
二
節
の
記
述
の
一
部
l
ほ
ぽ

そ
の
前
半
に
相
当
す
る
部
分
を
、
粉
々
長
き
に
失
す
る
憾
み
あ
れ
ど
、
以
下
に

再
録
す
る
こ
と
を
諒
と
せ
ら
れ
た
い
。

〈

3
)
前
掲
拙
著
『
展
開
』
一
-
一
一
一
一
一

l
一
一
頁
、
参
照
。
一
部
、
字
句
の
修
整
並
び

に
訂
正
を
行
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
に
於
て
は
、
先
ず
そ
の
予
備
的
作
業
と
し
て
、
第
一
段
に

お
い
て
、
専
業
的
商
人
の
発
生
|
遠
隔
地
問
貿
易
の
展
開

l
中
世
都
市
の

成
立
等
一
連
の
問
題
に
関
す
る
、
既
に
半
世
紀
余
の
昔
し
他
界
し
た
る
・

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
展
開
』
補
遺

か
の
ア
ン
リ
l

ピ
レ
ン
ヌ
問
。
ロ
ユ

E
Bロ
ロ
叩
(
同
∞
∞
M
l
H呂
町
〉
の
、
今
日

な
お
|
|
殊
に
わ
が
国
の
学
界
に
於
て
は
|
|
研
究
史
上
依
然
と
し
て
隠

然
た
る
地
位
を
保
持
し
つ
つ
あ
る
所
の
、
諸
業
績
を
あ
ら
た
め
て
回
顧
・

検
討
し
、
次
い
で
第
二
段
に
お
い
て
、
い
さ
さ
か
蛸
榔
の
斧
の
議
り
を
免

れ
な
い
観
は
あ
る
も
の
の
、
此
の
先
学
の
研
究
に
つ
い
て
、
敢
え
て
方
法

的

(Bava-凹
口
ご
な
る
範
囲
に
可
及
的
に
限
定
し
て
批
判
に
及
び
た
い
。

ま
ず
初
め
に
、
此
処
で
採
り
上
げ
ら
れ
る
彼
の
諸
著
作
を
一
括
し
て
、

次
に
書
自
の
形
で
提
示
す
る
。

ω
冊目
OAHH
回目ヴロ
O同一
SHUFM可
O同
国
叩
口
一
ユ

HU可叩ロロ叩

国
-
m
-
H
U
E
a斗
}HOω
仲
田
四
四
回
目
ロ
各
自

ω
o
n日
回
目
同
町
H
0
3可
。
同

。
由
同
》
比
丘
町
S
J
A苦
肉
、
町
内
喜
岡
な
同
巴
三
円
品
目
見
さ
な

5
〈
O
]
・
阿
釘
-
u胃

国
-HU--H由
N叶

h
s
t
弘
』
』
間
同
弘
註
苦
白
河
句
遺
品
h
a
w
~
h
a
a比
h

目、と
MHq守品川

ご
さ
己
玄
白
志
向
目
的
色
町
民
白
門
司
w
回
2
5
-
-
o
m
w
富
田
口
江
口
叩
戸
田
s
o
a
p

同
町
内
出
窓
口
円
寺

国
.HU--H由
凶

由

民

叶

，

F
O
呂
田
円
。
。
同
岳
叩

z
a
F
O己
目
白
血
田
宮

HY叩

開
S
D
o
s
-口
呂
田
件
。
与
え
冨
E
-
0
4回
日
明
日
。
唱
。
J
N
N
Sき
室
内
同
な
'

m
b

ミ
見
さ
な
さ
・
〈

o--
同
-
主
品

国・

H
Y
.
5
ω
ω
h
a
3
E
S
S
S
S
H
h
門
口
昌
也
若
々
宮
司
司
H

g
町
民
品
目
白
怠

さ
ロ
見
向
昌
弘
何
時
弘
詰

H
な
自
ど
さ
ね
な
宮
丸
尽

H
t
‘h
明弘恥内向司・町田門戸田・ド叩凹

HM門町田由冊目

d
巳
4
0
H
回目仲間円同
mv

目
白
日
司
門
田
口
円
叩
v官
官
事

*
本
論
文
は
、
も
と
、
第
一
次
大
戦
勃
発
の
前
年

i
一
九
一
一
一
一
年

四
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
凶
ロ

g
B目
立
ロ
ロ
丘

(UB開門司由回口同

呂
田
ぢ
江
口
丘
町
山

z
e
g・
に
お
け
る
彼
の
講
演
の
、
註
の
大
部
分
が
割

二
六
五



立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
三
号
(
一
九
八
八
年
)

愛
さ
れ
た
形
で
の
要
旨
が
、
翌
年
合
衆
国
の
代
表
的
な
歴
史
学
専
門

誌
の
一
つ
に
掲
載
せ
ら
れ
た
も
の
。
同
じ
年
|
一
九
一
四
年
に
、
本

来
ガ
ン
の
教
授
で
あ
っ
た
彼
の
郷
国
の
学
士
院
の
紀
要
《
切
と
玄
芯

弘
司
、
弘
司
白
弘
弘
吉
弘
同

h
b
H
品
目
白
色
間
切
と
h
民
向
宮
町
切
の
】
回
目
凹
叩
品
目
印

F
a
R
g

に
、
所
要
の
註
を
施
し
た
る
上
、
《
戸
四
回
目
u

今日
o
a
o
白
色
町
三
回
目
的
H
o
-
g

m
o
n
u
-白
色
町
田
口
昌
広
丘
町
百
四
》
な
る
表
題
の
下
に
発
表
せ
ら
れ
た
仏

文
テ
ク
ス
ト
は
、
そ
の
後
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
こ
二
年
、
其
処
に

附
さ
れ
た
註
を
省
き
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
巴
耳
目
-
ユ
叩

a
z
H
U
S
H
V
Z

社
か
ら
一
冊
の
仮
綴
本
と
し
て
出
版
せ
ら
れ
た
る
由
な
る
も
、
筆
者

未
見
。
此
処
で
は
、
彼
の
残
後
十
六
年
を
経
過
し
た
第
二
次
大
戦
後

の
一
九
五
一
年
に
彼
の
高
弟
の
コ
レ
ェ
ジ
ュ
ー
ド
ゥ
1

フ
ラ
ン
ス
の

エ
ミ
l
ル
l

コ
l
ル
ナ
l
ル
教
授
に
依
っ
て
厳
正
な
る
校
訂
、
を
経
て

編
纂
さ
れ
た
彼
の
論
文
集
《
均
九
札
口
弘
、
同
弘
円
巴
き
S
X
S
弘之、
O
町
内
定
室
町

吉弘伐と
h
t
h
H
V
・
b
a
芯
匂
回
同
・
何
百
戸
冊
。
0
0
吋口
mHmwHHU
切門口問。
mwwU
四回
n
H
b
o

円四四回
H

・0
口当日

3
5
2
に
、
さ
き
の
白
耳
義
王
立
ア
カ
デ
ミ
ィ
紀
要

所
載
の
も
の
を
底
本
と
し
て
い
ま
必
要
な
る
附
註
を
掘
り
起
し
・
厳

密
な
る
更
訂
を
施
し
て
収
録
せ
ら
れ
あ
る
も
の
〔
忠
弘
・
・
害
-
H
m
l
g〕

を
、
専
ら
典
拠
と
し
て
引
用
す
る
。
そ
の
際
、
此
の
書
目
中
の
本
論

文
の
項
目
の
、
冒
頭
に
あ
る
表
記
|
悶
吋

-
w
g
E
を
以
て
、
向
後

こ
の
著
作
引
用
の
際
の
題
目
名
の
表
一
示
に
代
え
る
こ
と
と
す
る
o

l
l
a以
下
、
本
書
目
中
の
諸
著
作
に
就
い
て
其
の
引
用
は
恒
に
此
の

仕
方
に
従
う
も
の
と
す
る
。
猶
、
本
論
文
に
は
、
主
と
し
て
弘
吉
町
、
.

恩師同

-hs・
誌
所
載
の
英
文
テ
ク
ス
ト
に
基
づ
く
邦
訳
が
、
大
塚
久

二
六
六

雄
・
中
木
康
夫
両
氏
共
訳
の
ピ
レ
ン
ヌ
『
資
本
主
義
発
達
の
諸
段
階
』

(
未
来
社
、
一
九
五
五
年
)
〔
『
社
会
科
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

1
』
〕
の
な
か

に
、
そ
の
第
一
論
文
「
資
本
主
義
発
達
の
社
会
史
的
諸
段
階
」
と
し
て

収
め
ら
れ
て
い
る
。

*
*
此
の
書
の
テ
ク
ス
ト
は
前
記
コ

l
ル
ナ

l
ル
教
授
編
の
彼
の

『
論
文
集
』
に
は
収
録
せ
ら
れ
て
居
ら
ず
、
従
っ
て
此
処
で
は
本
書
に

関
す
る
限
り
右
の
書
目
に
所
掲
の
原
本
よ
り
直
接
引
用
す
る
こ
と
と

す
る
。

l
l
i
本
書
は
、
元
来
、
ピ
レ
ン
ヌ
が
一
九
二
二
年
の
十
月
か

ら
十
二
月
に
か
け
て
合
衆
国
の
各
地
の
大
学
で
行
っ
た
と
こ
ろ
の
講

義
案
が
基
に
な
っ
て
い
て
、
そ
う
し
た
こ
と
は
余
り
其
の
類
例
を
見

な
い
所
で
あ
る
が
、
本
書
公
刊
の
二
年
ま
え
、
ホ
ー
ル
ジ
ィ
司
自
白
昨

り
・
出
向
日
回
目
吋
の
手
に
成
る
所
の
原
著
者
の
仏
語
の
原
文
か
ら
の
翻
訳

=出向同ミ
S
品
目
。
む
た
円
吋
』
時
弘
、
。
ミ
h
雪
印
白
昌
弘

HMH
間
同
町
三
官
品
目
色
、

M73号
=
が
、
既
に
早
く
も
一
九
二
五
年
に
プ
リ
ン
ス
タ
ン
大
学
出

版
部
(HUH-
』ロ円四円

g
d区
4
叩吋岳〕

1
3・0
8
)
か
ら
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
書
は
、
今
次
大
戦
の
さ
な
か
、
わ
が
今
来
陸
郎
氏
に
依
っ

て
『
西
洋
中
世
都
市
発
達
史
1

都
市
の
起
源
と
商
業
の
復
活
l
』
(
自
揚

社
、
一
九
四
二
年
)
〔
世
界
歴
史
選
書
〕
と
し
て
い
ち
は
や
く
右
の
英

訳
か
ら
の
重
訳
が
先
駆
的
に
果
さ
れ
た
が
、
戦
後
は
、
佐
々
木
克
巳

氏
に
依
っ
て
、
原
書
か
ら
の
直
接
訳
『
中
世
都
市
i
社
会
経
済
史
的
試

論

i
』
(
創
文
社
、
一
九
七

O
年
)
〔
創
文
社
歴
史
学
叢
書
〕
が
刊
行
せ

ら
れ
て
い
る
。

*
*
*
本
論
文
ま
た
、
引
用
は
前
記
コ

l
ル
ナ

l
ル
編
の
彼
の



『
論
文
集
』
所
収
の
も
の
〔

E
P
-
8・
b
ω
i
m
叶
〕
に
拠
る
。

*
*
*
ネ
本
書
ま
た
、
引
用
は
前
記
コ

l
ル
ナ
l
ル
編
の
『
論
文

集
』
所
収
の
も
の
〔
忠
弘
・
・
唱
・

H
8
1窓
口
に
拠
る
。
な
お
、
本
書
に

は
、
夙
に
第
二
次
大
戦
前
、
ピ
レ
ン
ヌ
・
ギ
ュ
ス
タ

l
ヴ
l

コ
l
エ

ン
の
c
m
S
4
0
の
C
げ叩
P

ア
ジ
リ
i

フ
ォ
シ
ョ
ン
ロ
叩
ロ
江
町
，
on--Zロ

ら
に
依
っ
て
著
さ
れ
た
後
掲
の
『
中
世
史
』
(
同
宣
口
弘
之
母
ミ
ミ

s

k

山
内
向
〉
所
載
の
原
文
に
拠
っ
て
、
ク
レ
ッ
グ
円
切
・

2
四
四
四
に
依
り

a
N
N

門
口
語
ミ
ミ
円
白
苫
弘
彦
三
丸
岡
弘
同
町
ロ
ミ

bh.

出
品
定
九
時
也
氏
周
昔
、

e
、

(戸

C
D
a
o
p

同
呂
田
)
な
る
訳
題
を
以
て
其
の
英
訳
が
成
さ
れ
て
い
た

が
、
第
二
次
大
戦
後
は
、
一
九
五
一
年
に
ま
ず
ペ
ッ
ク
呂
田
円
8
-

切目
nw
に
依
る
独
訳

-hEH叫白
N

B

H

h

昌
弘
司
q
H
R
F
q
h
白官
h
q
F
弘之
VH
向

阿
川
H
h

さ

bs
な
抽
出
向
刊
誌
と
注
目
町
、
E
(
切叩

B
)
が
英
訳
と
同
様
な
る
訳
題
の

下
に
刊
行
せ
ら
れ
、
次
い
で
一
九
五
六
年
に
は
わ
が
増
田
四
郎
・
小

松
芳
喬
・
高
橋
幸
八
郎
ハ
故
人

γ
高
村
象
平
・
松
田
智
雄
・
五
島
茂

諸
氏
に
依
る
邦
訳
が
『
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
史
』
(
一
一
係
書
底
)
な
る

訳
題
の
下
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
前
者
の
独
訳
は

筆
者
の
未
見
に
属
す
る
が
、
後
者
の
邦
訳
は
、
ギ
ュ
ス
タ

l
ヴ
1

グ

ロ
ッ
ツ
の
S
S
4
の
-OR
監
修
の
『
一
般
世
界
史
』
〈
思
伺
町
三
ミ
ー
ミ
a

E
N
h
)
叢
書
の
元
来
「
第
二
部
」
を
成
す
と
こ
ろ
の
、
前
記
『
中
世
史
』

の
第
八
巻
に
当
る
《
』
い
白
円
九
又
罫
白
尽
き
口
町
民
弘
司
詰
目
白
問
符
白
草
足
b
H
g

h
h
p
h目
忠
之
ぬ
白
宮
吉
宗
室
弘
居
H
品
、
江
恥
円
NS(可
知

H12・
F
Z
司
法
問
h

m
O凹

d
白山

4
R回
目
芯
町
四
白
色
。
司
吋
田
口
ロ
0
・
H
U
ω
ω
)
の
た
め
に
童
百
か
れ
た
も

の
に
拠
っ
て
居
る
こ
と
が
、
そ
の
「
あ
と
が
き
」
に
見
え
て
い
る
。

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
展
開
』
補
遺

「
専
業
的
商
人
は
抑
々
奈
辺
か
ら
生
れ
来
っ
た
者
で
あ
る
か
」
|
|
此

の
間
題
に
対
す
る
ピ
レ
ン
ヌ
の
解
答
は
、
夫
れ
は
、
浮
浪
人
(
屯
白
h
・
き
な
♂

(
4
)
 

』
日
白
世
』
ロ
ミ
臼
)
か
ら
で
あ
る
、
と
言
う
に
尽
き
る
。
し
か
し
て
、
彼
等
浮
浪
人

は
、
抑
々
土
地
。
回
円
四
円
円
四
〉
が
そ
の
土
台
を
な
し
た
所
の
、
当
時
の
農
業

文
明
(
円
守
口
山
田
山
氏
自
由
開
門
戸
nD-o)
の
社
会
|
|
当
時
な
お
農
業
生
活
(
目
白

4
ぽ
恒
常
貯
包
与
が
依
然
と
し
て
正
常
な
る
生
活
(
目
白
色
白
ロ

R
B回
目
。
)
で

あ
っ
て
、
其
処
に
お
い
て
は
土
地
の
み
が
独
り
人
び
と
の
存
在

Q
J
W
H
2・

窓口

8
)
を
保
証
し
得
た
と
こ
ろ
の
社
会
|
|
に
於
て
、
元
来
土
地
の
保
有

(件。ロロ

g)か
ら
根
扱
ぎ
に
さ
れ
引
き
剥
が
さ
れ
た
人
び
と

2
b吋
営
ぽ
忌
6
・

ハ
5
)

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

抑
々
第
十
世
紀
か
ら
第
十
一
世
紀
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
本
土

に
於
て
は
、
汎
く
一
般
に
専
業
的
商
人
の
一
階
級
(
s
o
n
-
g白
日
常
自
民
自

口
町
田
口
品
目
胃
口
同
叩
由
回
目
。
ロ
ロ
色
印
)
が
再
建
(
吋
o
n
o
D田
吾

5
吋)
1
1ー
そ
の
意
味
、
後

段
第
四
節
に
詳
述
|
|
せ
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
の
根
源

は
、
当
時
漸
く
顕
著
に
な
り
始
め
て
い
た
と
こ
ろ
の
、
人
口
増
加
。

.2四a

s
g
g氏
自
営
ぽ
宮
司
己
主
山
口
与
の
現
象
と
直
接
関
連
す
る
所
が
あ
っ

(

6

)

 

た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
社
会
に
お
け
る
荘
園
組
織
(
で

R
岡
田
口
町
丘
町
O
口

皆
目
富
山
田
ぽ
)
が
最
早
扶
養
し
得
ざ
る
に
立
ち
到
っ
た
と
こ
ろ
の
過
剰
人
口

|
|
領
主
に
依
っ
て
農
民
に
課
せ
ら
れ
る
諸
貢
租
の
定
期
的
な
る
徴
収

(
宮
古
汚
名
神
戸

B
広
岡
巳

5
8
a
g
胃

g
g氏
自
由
)
を
確
保
す
る
に
足
る

に
止
ま
る
規
模
に
於
け
る
と
こ
ろ
の
・
既
存
の
農
民
保
有
地
合
冊
目
窓
口
守

司自由

a
g
H
}
ミ
ー
臼
田
口
由
)
が
最
早
之
を
扶
養
し
得
ざ
る
に
立
ち
到
っ
た
と
こ
ろ

の
過
剰
人
口
守
口

G
8己
主
目
。
与
、
を
そ
こ
に
生
ぜ
し
め
た
結
果
と
し
て
、

二
六
七



立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
三
号
(
一
九
八
八
年
)

今
や
子
沢
山
の
農
奴
守
口
三
笠
宮
由
民
各
月
間
恥
含
同
即
日
巳
白
)
の
次
男
坊

以
下
の
息
子
た
ち

Q
g
E回
日
仏
2
6は
、
彼
等
の
父
親
を
し
て
そ
の
領

主
に
対
す
る
諸
賦
課
租
(
田
町
田

g
a
O
4
8
n
2
2
4四
日
目
町
田
町
凹
白
石
自
民
田
)

給
付
の
義
務
を
忠
実
に
履
行
せ
し
め
ん
が
た
め
に
屡
々
父
親
の
許
か
ら
立

(
7
)
 

ち
去
る
こ
と
を
余
儀
な
く
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
蕊
に
大
量
的
に
発
生
を
見
る
に
到
っ
た
所
の
斯
か
る
土
地
保

有
か
ら
引
き
剥
が
さ
れ
た
人
び
と
'
|
|
い
わ
ゆ
る
仏
今
回
口

Z
b
た
ち
は
、

あ
て
ど

生
計
の
途
を
求
め
て
己
が
じ
し
当
所
も
な
く
さ
迷
い
出
づ
る
こ
と
と
な
っ

て
、
時
に
は
真
撃
な
態
度
で
巡
礼
の
旅
に
出
た
者
も
あ
っ
た
が
、
日
常
的

に
は
、
或
い
は
修
道
院
の
施
し
守
口

B
宮
町
田
)
に
頼
っ
て
そ
の
日
暮
し
の
生

活
を
送
り
、
或
い
は
農
繁
期
に
臨
時
に
裕
福
な
る
農
民
の
許
に
一
雇
わ
れ
て

穀
物
・
葡
萄
等
の
収
穫
そ
の
他
の
賃
労
働
に
服
し
、
或
い
は
戦
時
封
建
諸

侯
の
下
に
そ
の
騎
士
軍
の
一
静
か
傭
兵

(
B
2
8ロ
田
町
冊
目
)
と
し
て
働
き
、

彼
等
は
機
会
さ
え
有
れ
ば
強
奪
・
掠
奪
を
撞
ま
ま
に
為
す
事
も
敢
え
て
辞

す
る
所
で
は
な
か
っ
た
。
而
し
て
、
一
捜
千
金
を
夢
み
た
と
こ
ろ
の
彼
等

は
ま
た
、
屡
々
、
船
舶
・
貯
船
等
の
到
着
・
幅
帳
す
る
、
海
岸
又
は
海
に

大
き
く
口
を
開
い
た
河
口
(
冊
目
吉
田
円
足
。

a
p戸41
叩
凹
〉
と
一
去
っ
た
地
点
に

集
り
来
っ
て
、
あ
る
い
は
水
夫
(
自
由
計
四
円
。
)
と
な
り
、
あ
る
い
は
曳
き
船
男

(
E
-
2
3
常
吉
な
き
る
と
な
り
、
あ
る
い
は
荷
揚
人
夫

2
b
g
E
2
6

ハ
8
)

ま
た
は
沖
仲
仕

e
R
Z
P
W
)と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

右
に
述
べ
た
る
ご
と
き
、
こ
れ
ら
の
遠
く
故
郷
を
離
れ
て
「
裸
足
で
」
世

界
を
放
浪
す
る
人
び
と
公

8
4白
出
口
立
自
身

R
B
D仲間以担同】
O
B
S品目)、

|
|
↓
」
れ
ら
の
憐
れ
な
る
漂
泊
H

浮
浪
の
人
び
と
の
群
の
聞
か
ら
こ
そ
、

二
六
八

や
が
て
最
初
の
商
業
の
玄
人
公

g
H
V
5
5ぽ
門
的
恒
常
ヌ
g
a己
n
O
B
E
R
g
)

(

9

)

 

は
出
現
し
た
の
で
あ
る
、
と
ピ
レ
ン
ヌ
は
断
ず
る
の
で
あ
る
。
が
、
そ
の

際
、
彼
が
そ
の
こ
と
の
一
般
的
事
実
な
り
し
こ
と
を
実
証
す
る
、
殆
ど
唯

一
の
(
と
言
っ
て
よ
い
)
具
体
的
な
証
拠
と
し
て
、
そ
の
著
作
|
|
河
・
】
U
4

5
に
か
ら
同
・

HU--HUN叶
を
経
て
同
・

HU--H由
ω印
に
至
る
ま
で
常
時
援
用

し
て
己
ま
な
い
史
料
こ
そ
は
、

ρ
5ロ
g
E
D臼
叩
上
、
中
世
の
陳
述
史
料

(
円
白
色
白
ロ
含

ρ
5
-
U口
)
と
し
て
一
つ
の
重
要
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
な
す
聖

者
伝
(
与

a
b
E一詰門町ロ
33H)
の
一
つ
で
あ
る
、
》
h
S
町内

N
S
R出
向
ミ
芯
町
内

吉
弘
、
白
町
営
円
な
匂
・
(
川
口
弘
司
、
比
三
w
p
町
一
ミ
さ
と
お
弘
問
、
H苫円
MHRHN句
切
阻
害
リ
同
ロ
ミ
勾
ぬ
均
十

(m〉

shHEO
き
S
R
F
b
b
g同
町
宮
町
誌
に
《
i
|
第
十
二
世
紀
第
三
四
半
期
に
〔
主

人
公
と
同
時
代
人
で
後
輩
と
し
て
彼
と
親
交
の
あ
っ
た
〕
北
部
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
『
ダ
ラ
ム
ロ
ロ
同
町
田
自
修
道
院
の
一
修
道
僧
レ
デ
ナ
ル
ド
河
町
内
宮
両
立
t

g
の
作
に
成
る
、
〔
ダ
ラ
ム
北
東
の
〕
フ
イ
ン
ク
ル
盟
国
各
回
目
。
〔
の
修
道

院
〕
の
隠
者
(
骨
町
、
吉
弘
司
白
)
〔
と
し
て
一
一
七
二
年
ご
ろ
に
病
残
せ
る
と
こ
ろ

(日〉の
〕
、
聖
ゴ
ド
リ
ッ
ク
(
匂
室
内
同
白
の
ミ

3
2
G
の
生
涯
並
び
に
奇
蹟
に
関
す

る
物
語

Q
H
E
N
S
)』
、
即
ち
是
れ
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
一
八
四
七
年
、

ヂ
ョ
ウ
ゼ
フ
l

ス
テ
ィ
イ
ヴ
ン
ス
ン
』

8
8
v
g
a
E
5
8
に
依
り
、

前
世
紀
(
一
八
三
五
)
以
来
ハ
ン
パ
ア
出
戸
B
σ
2
河
以
北
フ
ォ
i
ス
ヨ
}
吋
吾

河
に
至
る
北
東
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
の
関
係
史
料
の
う
ち
其
の
未
刊
の

文
書
記
録
の
類
を
逐
次
印
行
し
つ
つ
あ
る
所
の
、
サ
ア
テ
ィ
イ
ズ
問
。
σ'

O3ω
ロ
丘
町
四
回
(
口
叶

C
J
H∞ωAむ
を
記
念
す
る
協
会

1
4
E
ω
戸同門司叩田

ωOF

n-aU1(冊目
S
E∞E
p
g
ω
品
)
の
刊
行
物

(HdoHUH-gn田
H
-
8
6第
廿
巻

と
し
て
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ド
大
学
ボ
ド
リ
ア
ン
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
吋
}
拓
国

o
p



-
a
g
E
σ
E弓
所
蔵
の
・
其
の
一
つ
の
マ
ニ
ュ
ス
ク
リ
プ
ト

l
F
E且・

(
間
以
〉

H
W

・
誌
を
底
本
と
し
て
、
初
め
て
完
全
な
る
形
で
上
梓
せ
ら
れ
た
。
い
ま
ピ

レ
ン
ヌ
の
援
用
す
る
と
こ
ろ
の
本
史
料
も
亦
此
の
刊
本
に
他
な
ら
な
い
@

幸
い
、
わ
た
く
し
は
三
好
洋
子
教
授
の
御
好
意
に
依
っ
て
、
此
の
刊
本
の

聖
心
女
子
大
学
図
書
館
の
所
蔵
に
係
わ
る
夫
れ
を
借
覧
す
る
機
会
に
恵
ま

(
日
〉

れ
た
が
、
此
の
刊
本
を
参
照
し
つ
つ
、
本
史
料
よ
り
ピ
レ
ン
ヌ
が
如
何
に

そ
の
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
か
、
以
下
、
具
さ
に
之
を
検
討
し
て
み
る

こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
ピ
レ
ン
ヌ
は
、
此
の
史
料
l
|今
後
霊
ゴ
ド
リ
ッ
ク
伝
』
も
し

く
は
単
に
『
伝
記
』
と
略
称
す
る

l
lに
拠
っ
て
、
ゴ
ド
リ
ッ
ク
の
出
生
に

関
し
、
彼
が
第
十
一
世
紀
の
末
つ
方
東
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
一
州
リ
ン
カ

ン
シ
ャ
に
お
い
て
、
貧
し
い
農
民
の
家
に

2
0
日出口
4
5田
宮
吋
由
回
目
的
)
生

(
M
)
 

れ
た
こ
と
、
に
何
よ
り
も
最
初
に
注
目
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ピ
レ
ン
ヌ

は
直
接
そ
の
典
拠
を
示
し
て
居
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
『
聖
ゴ
ド
リ
ッ
ク
伝
』

刊
本
の
第
二
一
節
に
、
彼
の
両
親
|
|
父
を
A

応
認
さ
ミ
ム
母
を
弘
主
さ
さ

〈
日
〉

と
称
、
っ
I
l
l
-
が
司
氏
N
S
H
3
遣
す
な
わ
ち
今
日
の
ウ
ェ
ラ
ン
ド
巧
叩
ロ
自
己

河
に
ほ
ど
近
い
・
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
の
海
岸
に
住
ん
で
居
た
と
す
る
記
述
の

(
M
m
〉

存
す
る
の
に
拠
っ
た
も
の
と
想
わ
れ
る
。
併
し
な
が
ら
、
同
刊
本
に
は
是

れ
よ
り
先
き
第
一

O
節
に
、
》
同
札
弘
吉
町
、
口
巴
弘
司
円
払
白
入
宮
崎
町
口
、
宮
苦
言
ぬ

〈
口
〉

ミ
ミ
MH.
、
。
目
円
丘
町
凡
な
会
昔
日
H

H

S
ミ
《
と
い
う
記
述
が
あ
っ
て
、
刊
本
の
編

者
ス
テ
ィ
イ
ヴ
ン
ス
ン
は
此
の
場
合
の
見
ミ
司
口
付
を
、
或
る
作
者
不
明
の

『
聖
ゴ
ド
リ
ッ
ク
伝
』
の
前
記
円
、
回
口
広
・

Hw-h
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
の
マ
ニ

ユ
ス
ク
リ
プ
ト
〔
出
向
日
白
山
田
口
富
由
ロ

5
n円
目
立
〕
に
出
て
く
る
同
ロ
ミ
FL
豆
町
と
同

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
展
開
』
補
遺

定
す
る
こ
と
に
依
り
、
聖
ゴ
ド
リ
ッ
ク
の
出
身
地
を
以
て
リ
ン
カ
ン
シ
ャ

(mv 

の
東
南
の
隣
州
の
ノ

l
フ
ァ
ク
州
で
あ
る
と
な
し
て
い
る
。
而
し
て
、
近

年
ク
ラ
ン
チ
ィ
宮
・
吋
・

2
8口
『
可
の
研
究
に
於
て
も
亦
ゴ
ド
リ
ッ
ク
は

ノ
l
フ
ァ
ク
州
に
一

O
六
五
年
〔
「
征
服
」
の
前
年
〕
の
頃
生
れ
た
こ
と
に
な

〈
悶
〉

っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
い
ま
、
聖
ゴ
ド
リ
ッ
ク
の
出
身
地

が
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
で
あ
れ
、
は
た
ま
た
ノ

l
フ
ァ
ク
州
で
あ
れ
、
執
れ
に

も
せ
よ
、
彼
の
両
親
が
善
良
で
は
あ
る
が
無
知
な
る
と
こ
ろ
の
、
元
来
貧

農
夫
婦
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
ピ
レ
ン
ヌ
の
言
う
通
り
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
特
に
ゴ
ド
リ
ッ
ク
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
彼
に
は

も
と
も
と
切
ミ
円
さ
さ
な
る
姉
の
ほ
か
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
司
叫
む
と
吉
宮
崎
な
る

ハ
州
出
)

兄
が
あ
っ
て
、
疑
い
も
な
く
(
由
自
由
円
四
D
C昨
日
〉
彼
が
両
親
の
農
民
保
有
地

〔
の
相
続
権
〕
を
放
棄
す
る
こ
と
を
巳
む
な
く
せ
し
め
ら
れ
て
お
っ
た
と
云

う
、
ー
!
従
っ
て
彼
は
幼
少
時
よ
り
何
と
か
自
ら
生
計
の
手
段
を
見
付
け

(

幻

〉

出
す
工
夫
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
境
遇
に
置
か
れ
て
い
た
と
云
う
、
一
般
的

な
客
観
的
条
件
の
ほ
か
に
、
わ
が
『
伝
記
』
の
作
者
の
レ
ヂ
ナ
ル
ド
が
、
ゴ

ド
リ
ッ
ク
自
身
の
主
体
的
日
主
観
的
条
件
|
l
一
生
一
百
姓
で
終
り
た
く

な
い
と
す
る
願
望
か
ら
、
「
そ
の
ゆ
ゑ
に
、
彼
は
辛
労
多
き
農
耕
の
道
を
選

ぶ
こ
と
な
く
、
寧
ろ
精
神
に
お
け
る
鋭
敏
な
る
洞
察
力
の
溜
養
に
是
れ
努

め
た
り

(
q詰
弘
同
昌
口
苫
白
句
、
片
E
N
H
H
当
ぬ
弘
同
町
問
内
常
時
H
町
三
笠
白
円
ON
問団長畑同時弘

、口町民営伺向ど
h

時
的
白
何
日
円
九
ロ
ミ
旬
S
H
叫苦
H

S

3
子
、
官
民
同
遣
さ
芯

h
H
宮
内
出
世
弘
同
白
ミ
千

三

sh山口町
H
時
三
時
ミ
・
)
」
と
云
う
と
こ
ろ
に
凡
そ
力
点
を
置
い
て
叙
述
し
て
居

(

辺

〉

る
の
が
い
ま
特
に
注
目
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
此
の
点
は
、
ピ

レ
ン
ヌ
も
、
後
日
の
ゴ
ド
リ
ッ
ク
の
〔
世
俗
的
な
〕
成
功
の
ら
由
自
己

8
2・

二
六
九
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g
E
E
F
〉
は
ハ
コ
ロ
窓
口
円
四
0
5
0
ご
否
む
し
ろ
も
っ
と
正
確
に
表
現
す
れ
ば

ら
自
由
自
由
。
叩
回
即
時
町
長
-
叩
mv
で
あ
っ
た
、
と
し
て
こ
の
事
を
正
当
に
評
価

(
お
)

し
て
居
る
所
で
あ
る
。

か
く
て
、
斯
く
の
如
き
「
ビ
ズ
ニ
ス
の
勘
」
と
も
云
う
べ
き
も
の
を
物
に

し
た
る
と
こ
ろ
の
ゴ
ド
リ
ッ
ク
は
、
こ
れ
よ
り
、
「
:
:
:
商
人
ど
も
に
も

劣
ら
ざ
る
熱
意
を
以
て
、
頻
り
に
諸
々
の
商
品
を
取
引
し
始
め
、
そ
の
初

ち

め
は
も
と
よ
り
極
め
て
小
さ
き
且
っ
す
ぐ
れ
て
廉
価
な
る
品
々
を
扱
ふ
こ

と
よ
り
入
り
、
や
が
て
一
層
大
い
な
る
利
益
を
も
た
ら
す
業
務
〔
の
仕
方
〕

を
会
得
し
始
め
ぬ
(
同
宮
内
向
句
同
由
喜
弘
さ
問
、
E
H
D
之
助
ぬ
吉
宮
N
b
H
S
a
宮
忌
'

S
F
円
s
b
た
遣
問
、
町
民
連
ロ
ミ
仇
」
守
司
由
宮
崎
ミ
白
ミ
ミ
h
b
H
ぞ
苦
-
同
時
、
三
吉
弘
同
居
句
な

さ
窓
口
ミ
早
世
句
向
詰
尽
き
H
司
同
唱
、
.
h
早
足
崎
町
、
国
忠
弘
吉
」
、
突
な
三
臼
円
円
吋
』
町
民
目
白
宮
町
、
白
唱
え
仇

(
M
A
H〉

句
、
ー
な
仇
白
h
忠
良
町
、
同
〉
」
と
一
玄
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
如

げ

何
と
言
う
に
、
「
す
な
は
ち
、
擁
て
、
実
に
彼
は
、
徐
ろ
に
青
春
時
の
彼

の
才
能
を
巨
大
な
る
利
益
〔
の
収
得
〕
に
向
け
て
押
し
進
む
る
こ
と
と
な
れ

り
。
o
b
b
a
§
b
h
宮
遠
足
、
b
b
h
H
詑
目
白
託
送
白
弘
さ
h
q
.
ロ
ユ
師
、
ミ
忠
弘
さ
き
芯
3
H
S
E

(
N
白〉

白
h
F
U
N
S
Q
誌
な
母
師
H
S
弘
司
内
向
ミ
白
』
司
、
ロ
§
白
色
旬
、
自
・
)
」
と
一
式
う
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

而
し
て
、
わ
が
『
伝
記
』
は
是
れ
よ
り
翻
っ
て
夫
れ
に
到
る
迄
の
経
過
を

蕊
に
具
体
的
に
辿
っ
て
ゆ
く
。

初
め
、
港
の
波
止
場
を
う
ろ
っ
き
、
波
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
、
難
波
船

〔
き
も

-ats-当
時
制
的
ヂ
見
ら
れ
た
〕
か
ら
出
た
漂
着
物
を
探
し
廻
る

|
|
ピ
レ
ン
ヌ
の
謂
う
所
の
「
波
止
場
ご
ろ
(
ロ
ロ
ヴ
呉
窓
口
円
。
叩
問
芯
4
8と

で
あ
っ
た
ゴ
ド
リ
ッ
ク
は
、
或
る
日
何
か
幸
運
な
掘
出
し
物
に
で
も
在
り

二
七
O

付
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
次
に
彼
は
、
い
ま
や
、
ピ
レ
ン
ヌ
の
表
現
に
拠
れ

ば
「
行
商
人
公
巴
百
三

2
円
)
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
伝
記
』

の
記
す
所
に
従
え
ば
、
「
も
と
よ
り
、
そ
の
初
め
に
於
て
は
、
彼
は
、
到

る
処
に
在
る
田
舎
漢
、
農
夫
た
ち
の
聞
を
、
さ
し
て
値
打
ち
無
き
品
物
を

携
へ
て
、
遍
歴
し
始
む
る
こ
と
と
な
れ
り
(
見
向
吉
町
H
S
」
町
、
言
ロ
え
を

』
守
宅
、
号
、
白
注
目
に
N
N
S
H
円
高
円
九
三
豆
諸
白
ど
白
白
号
、
由
旬
叫
H
S
円
お
』
叉
H
S
遣
さ
町
、
，

(
出
品
〉

三
宮
白
書
室
宮
町
仇
向
、
喝
さ
白
h
b
昌
弘
口
広
三
宮
弘
司
、
♂
:
・
と
で
あ
る
。
だ
が
、
併
し
、

「
線
て
彼
は
、
と
ど
の
つ
ま
り
、
ゃ
う
や
く
、
彼
が
遍
歴
途
上
に
偶
々
行

き
逢
へ
る
、
町
の
商
人
た
ち
の
一
団
の
仲
間
入
り
を
な
す
こ
と
と
な
り
た

り
つ
:
甘
口
弘
吉
口
弘
足
音
S
3
b
室
内
白
同
町
若
包
雲
、
宮
司
号
室
四
ミ
ミ
ミ
芯
5
3干

(
N吋)〉

句色町叫Sh出口町口語、
Q
R
四
時
ミ
ミ
・
)
」
と
云
う
こ
と
に
な
っ
た
。
而
し
て
、
「
夫
れ

よ
り
の
ち
暫
く
彼
は
彼
等
の
後
に
縦
い
て
大
小
の
村
々
の
聞
を
疲
れ
果
つ

る
ま
で
歩
み
廻
り
、
更
に
其
の
後
も
同
じ
く
、
分
別
あ
り
年
長
に
し
て
抜

け
目
な
き
者
た
ち
の
綾
尾
に
附
し
、
ま
た
同
じ
年
輩
の
仲
間
の
者
ど
ち
と

と
も
に
、
諸
所
の
兵
舎
よ
り
城
砦
へ
、
城
塞
よ
り
司
教
座
へ
と
お
説
ひ
始

め
、
挙
句
の
果
て
は
、
遠
く
隔
つ
る
外
つ
血
の
地
の
製
造
所
の
売
り
物
の

取
引
に
ま
で
、
一
般
の
商
品
の
探
索
に
ま
で
進
出
す
る
こ
と
と
な
れ
り
」

(
お
)

と
一
式
う
事
態
に
潜
ざ
着
き
得
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

此
の
よ
う
に
し
て
、
ピ
レ
ン
ヌ
の
言
葉
を
蒋
り
れ
ば
も
は
や
ハ
ッ
キ
リ

(
M
U〉

と
〈
白
血
門
口
げ

g
a
a日
胃
DF由回目。ロ
v
ま
た
は
ハ
ロ
品
開
。
円
山
由
民
円
四
四
町
H
D
同
冊
目
回
日
0
ロ
v

に
成
長
し
た
と
こ
ろ
の
ゴ
ド
リ
ッ
ク
は
、
こ
の
の
ち
、
「
畢
葉
、
今
や
十
六

年
間
斯
か
る
商
人
と
し
て
の
業
務
を
果
す
」
こ
と
に
専
念
す
る
よ
う
に
な

(ω) 

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
問
に
彼
は
諸
々
の
外
地
を
次
々
に
訪
れ
て
い
る
。



先
ず
、
彼
は
、
最
初
に
な
け
な
し
の
商
品
を
持
っ
て
園
内
の
リ
ン
カ
ン

シ
ャ
の
一
地
方
』
い
弘
之
宮
内
な
地
方
を
四
年
間
に
亘
り
買
い
手
を
探
し
求

め
て
歩
き
廻
っ
た
の
を
手
始
め
に
、
次
に
、
初
め
て
商
用
で
国
外
に
出
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
め
S
H
E
の
地
に
ス
ン
ト
』
ア
ン
ド
ル

l
ズ

浮
-
K
F
中

島
吋
回
調
印
(
句
白
昌
司
目
白
人
山
詰
弘
、
一
向
白
伺
)
を
訪
ね
た
@
が
、
夫
れ
は
実
際
は
、
其
の
地

〈
況
)

か
ら
初
め
て
ロ

l
マ
h
b遺
品
に
向
け
て
旅
立
た
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
。
然

し
、
ロ

l
マ
よ
り
帰
国
の
の
ち
、
彼
は
、
要
す
る
に
彼
と
同
様
若
く
し
て

商
売
に
情
熱
を
燃
や
し
て
精
を
出
す
所
の
仲
間
た
ち
と
の
あ
い
だ
に
今
や

親
交
を
結
ぶ
に
到
り
、
冒
険
的
な
精
神
を
以
て
、
到
る
処
に
分
散
せ
る
見

知
ら
ぬ
土
地
へ
、
喜
び
勇
ん
で
た
び
た
び
海
を
渡
っ
て
赴
く
こ
と
と
な
っ

(
位
)

た
。
す
な
わ
ち
、
「
彼
は
、
夫
れ
ゆ
ゑ
に
、
商
売
の
た
め
、
し
ば
し
ば
ダ

ン
マ
ル
ク

b
R
E
の
地
に
渡
航
せ
り
。
又
、
い
く
た
び
か
ブ
ラ
ン
ド
ゥ

は
し

ル
句
、
喜
弘
之
白
地
方
〔
の
諸
港
〕
を
船
を
走
ら
せ
て
駆
け
巡
り
た
り
。
而
し

て
、
い
ま
利
益
の
保
証
せ
ら
る
る
か
ぎ
り
、
彼
は
、
海
岸
沿
ひ
に
巡
航
し

て
、
終
に
は
し
ば
し
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
地
に
迄
も
到
達
し
た
り
き
」

(
お
)

と
一
去
っ
た
有
様
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
場
合
、
ゴ
ド
リ
ッ
ク
の
こ
の
よ
う
な
活
動
日
営
為
の
内
容

は
、
果
し
て
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
夫
れ
に
就
い
て

は
、
『
伝
記
』
は
、
わ
れ
わ
れ
に
以
下
の
如
く
説
明
し
て
い
る
。
|
|
即
ち
、

「
其
処
に
お
い
て
は
そ
の
物
が
何
ら
か
の
理
由
〔
例
え
ば
飢
鍾
時
に
於
け
る

食
料
品
不
足
と
云
う
が
ご
と
き
〕
に
依
っ
て
稀
少
な
る
物
た
り
且
っ
そ
が

ゆ
ゑ
に
ま
た
、
高
価
な
る
物
と
し
て
取
得
せ
ら
れ
得
べ
き
と
こ
ろ
の
土
地

へ、

!
l其
処
に
お
い
て
は
そ
の
物
の
欠
乏
し
て
金
銭
を
度
外
視
し
て
さ

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
展
開
』
補
遺

へ
も
熱
望
せ
ら
れ
を
る
と
こ
ろ
の
土
地
へ
、
当
の
そ
の
物
を
他
の
地
方
〔
其

処
に
於
て
は
当
の
そ
の
物
が
豊
富
に
存
し
互
つ
は
廉
価
な
る
と
こ
ろ
の
〕

よ
り
輸
送
し
て
〔
売
却
し
〕
、
同
時
に
〔
返
り
の
船
荷
と
し
て
〕
同
地
に
於
て

諸
々
の
土
地
の
住
民
ら
の
そ
を
衷
心
よ
り
熱
心
に
希
求
〔
刊
需
要
〕
し
を
る

と
こ
ろ
の
物
を
調
達
〔
H
購
入
〕
す
る
こ
と
、
:
:
:
斯
く
す
る
こ
と
は
夫
れ

ら
の
土
地
に
於
て
は
他
の
土
地
に
於
て
安
価
な
る
と
こ
ろ
の
物
品
と
離
も

(
川
副
)

之
を
逢
か
に
高
価
に
売
り
捌
き
得
れ
ば
な
り
。
」
と
。

而
し
て
、
此
の
場
合
注
意
す
べ
き
は
、
ゴ
ド
リ
ッ
ク
は
、
斯
く
の
如
き

活
動
日
営
為
を
唯
単
に
彼
れ
個
人
と
し
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
、
と
云
う

こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
前
述
せ
る
如
く
、
彼
は
そ
の
ロ

l
マ
よ
り
帰
国
の

の
ち
、
「
彼
と
同
様
若
く
し
て
商
売
に
情
熱
を
燃
や
し
て
精
を
出
す
」
仲
間

達
と
親
交
を
結
ぶ
に
到
っ
た
が
、
そ
の
際
彼
は
彼
等
と
共
に
蕊
に
一
種
の

組
合
を
組
織
し
、
一
隻
の
船
を
共
同
購
入
〔
若
し
く
は
共
同
賃
借
〕
し
て
以

て
斯
か
る
商
業
活
動
を
団
体
的
に
行
え
る
も
の
の
如
く
息
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
『
伝
記
』
が
い
ま
次
の
よ
う
に
述
べ
て
居
る
所
よ
り
し

て
も
、
思
い
半
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
ろ
う
、
ー

l
「
怒
に
お
い
て
、
彼

は
、
若
干
の
商
人
仲
間
と
一
隻
の
商
船
を
二
分
ノ
一
が
た
所
有
せ
り
、
然

し
乍
ら
後
に
は
彼
は
彼
の
仲
間
の
者
を
用
意
周
到
に
説
得
し
て
、
船
の
儲

け
の
半
分
の
そ
の
又
四
分
ノ
一
の
部
分
を
も
之
を
手
に
入
る
る
こ
と
と
は

(
お
)

な
れ
り
。
」
と
。

同
時
に
、
彼
は
ま
た
、
其
の
仲
間
と
共
に
斯
か
る
共
同
的
な
る
商
人
組

合
的
活
動
を
継
続
す
る
う
ち
、
寛
に
そ
の
主
導
権
を
握
る
に
到
っ
た
も
の

の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
『
伝
記
』
が
前
引
の
記
述
に
つ
づ
け
て
次

二
七
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の
如
く
に
回
っ
て
居
る
所
か
ら
も
是
れ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
、

|
|
「
所
詮
、
彼
は
、
其
の
仲
間
う
ち
に
て
も
取
り
分
け
熟
練
し
た
る
所

の
海
員
と
し
て
の
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
て
、
事
業
並
び
に
職
務
に
対
し
て

大
い
な
る
貢
献
を
果
す
こ
と
と
な
れ
り
。
即
ち
、
彼
は
、
其
の
指
揮
(
日

管
理
)
の
力
量
に
於
て
正
に
衆
に
抽
ん
で
、
又
、
彼
は
、
海
洋
並
び
に
大

気
、
天
空
、
或
い
は
将
来
の
気
象
に
関
す
る
知
識
の
力
を
籍
り
て
、
不
意

に
襲
ひ
来
る
気
象
上
の
変
化
の
発
生
を
其
の
注
意
、
深
き
計
測
に
依
り
て
探

(

お

)

知
し
、
事
前
に
之
を
解
す
る
こ
と
を
得
た
れ
ば
な
り
。
」
〔
傍
点
、
引
用
者
〕

|
|
是
れ
に
由
っ
て
之
を
観
れ
ば
、
彼
れ
ゴ
ド
リ
ッ
ク
の
リ
l
ダ
ァ
シ
ッ

プ
掌
握
に
就
い
て
は
、
そ
こ
に
ま
た
、
そ
の
与
件
と
し
て
、
彼
の
実
際
的

"
経
験
的
な
る
沿
岸
航
海
術
並
び
に
海
事
天
文
学
的
知
識
の
習
得
な
る
事

実
も
与
っ
て
力
の
あ
っ
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
見
逃
す
こ
と
が
出
来
な

(幻〉

い
の
で
あ
る
。

兎
も
角
、
右
に
見
た
る
ご
と
き
、
当
時
に
お
け
る
「
民
族
問
的
。
三

2E

ロ注目
O
D
包
〉
」
な
貿
易
の
営
み
を
通
じ
、
或
る
土
地
で
安
く
手
に
入
れ
た
所

の
物
資
を
他
の
土
地
に
も
た
ら
し
て
是
れ
を
高
く
売
り
付
け
以
て
中
間
利

潤
を
稼
ぐ
と
云
う
、
抜
け
目
の
無
い
商
業
活
動
を
注
意
深
く
持
続
し
た
結

果
、
数
年
の
の
ち
に
は
、
ゴ
ド
リ
ッ
ク
は
〔
も
ち
ろ
ん
彼
の
仲
間
た
ち
も
〕

い
ま
や
大
い
な
る
貨
幣
財
産
を
蓄
積
す
る
こ
と
を
得
て
、
一
廉
の
金
持
ち

(ω

∞) 

ー
ー
ピ
レ
ン
ヌ
の
謂
う
と
こ
ろ
の
ま
さ
に
企

8
5
5
8
C
H
丘
町
宮
田
v

の

一
人
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
で
あ
る
、

i
!わ
が
ゴ
ド
リ

ッ
ク
の
生
涯
に
図
ら
ず
も
愛
に
一
大
転
機
の
生
ず
る
に
到
っ
た
の
は
。

元
来
、
彼
は
敬
度
な
る
両
親
の
膝
下
に
育
っ
て
人
並
み
の
信
仰
心
は
常

二
七
二

に
之
を
把
持
し
て
お
り
、
其
の
中
間
利
潤
を
追
い
求
め
て
東
奔
西
走
し
て

居
る
聞
に
於
て
も
、
一
方
、
か
の
聖
ク
ズ
ベ
ル
ト

ω
?

の
C
H
F
Z
詳
の
ゆ

か
り
の
地
|
|
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
東
部
ノ

l
サ
ン
ゃ
ハ
ラ
ン
ト
州
の
東
海
岸

近
く
に
横
た
わ
る
小
島
リ
ン
デ
ィ
ス
フ
ァ

l
y
F宮内出回

p
g
を
し
ば
し

(
鈎
)

ば
巡
礼
で
訪
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
遠
路
逢
々
ロ

l
マ
に
ま
で
も
旅
し
、

ま
た
、
イ
ェ
ル
サ
レ
ム

HOE的回目白
S
ゃ
、
エ
ス
パ
ニ
ャ
の
使
徒
ヤ
コ
プ
の

遺
体
の
存
す
る
と
こ
ろ
の
サ
ン
テ
ィ
ヤ
ゴ
l

デ
l

コ
ン
ポ
ス
テ

1
ラ
ω田守

(
川
叫
)

丘町凶問白色叩

O
D
E
-
u
O
臼
窓
口
同
に
も
巡
礼
し
た
の
で
あ
っ
た
。

斯
く
て
徐
々
に
真
の
基
督
者
と
し
て
の
自
覚
に
よ
り
強
く
日
醒
め
て
行

っ
た
彼
は
、
寛
に
或
る
日
神
の
恩
寵
に
烈
し
く
心
を
動
か
さ
れ
、
夫
れ
ま

で
に
彼
が
蓄
積
し
た
る
所
の
全
財
産
を
貧
者
の
救
値
の
た
め
に
惜
し
げ
も

な
く
売
却
し
、
フ
イ
ン
ク
ル
の
地
に
於
て
愛
に
新
し
き
隠
者
と
し
て
の
生

活
に
入
る
わ
J
n
s
h
vむ

h
H
e同
時
白
色
詐
由
之
さ
弘
之
内
s
t民

H
a
g
E喧
h

ロ
ミ
苦

(
但
〉

き
た
S
S
F
h
Nミ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
夫
れ
は
、
『
伝
記
』
刊
本

の
編
者
ス
テ
ィ
イ
ヴ
ン
ス
シ
は
此
の
事
を
認
可
し
た
当
時
の
ダ
ラ
ム
の
司

教
ラ
ル
フ
ー
プ
ラ
ム
パ
ァ
ド
何
回
目
同
法
司
紅
白
冨
昆
の
司
教
職
在
任
時
代

2
0九
九

l
一
一
二
八
〉
よ
り
推
し
て
漠
然
と
一
一
二
八
年
以
前
の
こ
と
と

な
す
に
止
ま
っ
た
が
、
最
新
の
チ
ブ
ナ
ル
富
田
]
口
同
日
刊
の

F55-(思
0
7向
。
円
・

開
田
口
)
女
史
の
研
究
に
従
え
ば
、
凡
そ
一
一
一

O
年
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た

〔

MM〉

と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ハ
4
〉
国
・

MM・
-
S
H
h匂
唱
・

M
G
h

品
白
自
由
ω
自
己
。

n
g
b
H円
2
2
3三
ω
v
u
出・

HM・・

S
Nア
司

-
H
C
M
H
λ
E
8
8
8
島
町
田

d
詰
問
白

F
o
E凶
ω
出

0
2
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品

W
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a
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立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
三
号
(
一
九
八
八
年
)

HOω
・
尤
も
、
ピ
レ
ン
ヌ
は
、
右
の
第
一
の
著
作
に
お
い
て
、
「
疑
い
も
な
く

彼
は
彼
の
両
親
の
保
有
地
を
見
棄
て
る
こ
と
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
た
」
〔
傍
点
、

引
用
者
〕
と
言
っ
て
居
る
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
何
故
に
疑
い
も
な
く
然
る
か

に
就
い
て
は
、
何
ら
史
料
的
根
拠
に
基
づ
く
説
明
を
為
し
て
い
な
い
。

(沼〉

M1bぬ
h
v
S
H
N
.
2
H
h言
P

J
可。
H・
M
M
P
-
v
-
M
日
・
テ
ク
ス
ト
の
此
の
箇
所
は
、

是
れ
に
先
立
つ
》
'
同
町
内
同
時
ぬ
室
内
』
号
、
S
F
E
S
E
ω

色
遣
』
之
町
内
位
。
、
札
。
富
町

マ
QahwnH
ミな・

q
号、
m
H
R
H
乱
。
町
、
号
、
ミ
町
竜
町
、
畏
な
お
な
.
。
喝
、
E
q
m
H
高
ミ
号
、
HH
。な
l

z
-
a
S
M
E
w
a恥

W
S
H
R
N
E
E
h
N
Q
ミ
句
、
3
2
.
n
F
w
ミ同町
R
F

告
と
た
た
町
内
町
内
H雪
之
宮
岡
、

耳
、
え
な
号
、
。
・
《
と
云
う
、
主
人
公
ゴ
ド
リ
ッ
ク
の
少
年
時
代
か
ら
青
年
期
に

達
す
る
時
期
の
精
神
的
成
長
H

人
格
形
成
を
き
わ
め
て
}
般
的
日
抽
象
的
に
述

べ
た
一
文
と
と
も
に
、
更
に
又
こ
の
あ
と
に
つ
づ
く
と
こ
ろ
の
・
わ
れ
わ
れ
の

後
註
ハ

uu所
引
の
一
文
と
と
も
に
、
ピ
レ
ン
ヌ
に
依
っ
て

E
・
MU--H
由N
4
・
HM-

H
O日
の
脚
註
ー
と
し
て
(
そ
の
際
此
の
箇
所
の
み
特
に
イ
タ
リ
ッ
ク
に
し
て
〉
引
用
せ

ら
れ
て
居
る
〔
但
し
、
ピ
レ
ン
ヌ
は

M
1
t
~
J
S
h
N
.
2
H
な
お
♂
〈
。
]
-
H
H

の
刊
本

に
拠
る
所
の
其
の
引
用
に
当
っ
て
、

A
h
制定
~
5
K
G
3
H
Q
'切
・
。
。
弘
、
N
.
q
F
3
・

M

十日間
ν

と
為
す
べ
き
所
を
、
誤
っ
て
ふ
芯
丸
町
5
・
坦
・
同
町
v

と
し
て
居
る
〕
。

な
お
、
テ
タ
ス
ト
の
此
の
同
じ
箇
所
は
、
ピ
レ
ン
ヌ
に
依
り
ま
た
、
国
・
同
MJ

Z
E
門
但
、
コ
ー
ル
ナ
l
ル
編
『
論
文
集
』
所
収
の
も
の
に
限
る
〕
に
於
て
も

そ
の
二
九
ペ
イ
ヂ
の
脚
註
5
l
三
O
ペ
イ
ヂ
に
跨
る
ー
と
し
て
引
用
せ
ら
れ
て

居
る
。

(
お
〉
国
-
H
y
w
H
由一山ア官官
-HOAH
同・

(削品〉

M3』
町
、
S
N
N
n
b
及
。
ま
・
4
0「
H
H
・
u
・日間

(お〉

L

『
忠
弘
・
・
〈
。
-
・
同
up

ヲ
同
日
・
此
の
一
文
も
亦
わ
れ
わ
れ
の
前
註
(
弘
)
所
引

の
テ
ク
ス
ト
に
引
き
続
い
て
、
ピ
レ
ン
ヌ
に
依
っ
て
出
・
同
》
J
H
U
M
ア
ロ
・
呂
田

の
脚
註
1
に
引
用
せ
ら
れ
て
お
り
、
夫
れ
を
以
て
同
脚
註
は
完
結
せ
し
め
ら
れ

二
七
四

て
居
る
。

(mm
〉

L

ヨ
ミ
・
・
4
。
-
-
H
F
H
Y
同
日
・
此
の
一
文
は
、
次
に
本
稿
に
お
い
て
引
用

す
る
門
註
(
幻
〉
参
照
〕
是
れ
に
つ
づ
く
一
文
と
共
に
ピ
レ
ン
ヌ
に
依
っ
て
国

-P-

S
E門
コ
ー
ル
ナ
l
ル
編
『
論
文
集
』
収
録
〕
の
二
九
ペ
イ
ヂ
の
脚
註
1
の
一
部

に
引
用
せ
ら
れ
て
あ
る
。

(
幻
)
」
『
忠
弘
・
・
〈
。
-
-
H
M
C
H
U
・
同
日
・
因
み
に
、
そ
の
典
拠
を
明
示
せ
ざ
れ
ど
も
瞭

ら
か
に
『
伝
記
』
刊
本
の
此
の
箇
所
に
拠
っ
た
と
想
わ
れ
る
ピ
レ
ン
ヌ
は
、
ゴ

ド
リ
ッ
ク
が
商
人
団
へ
の
加
入
を
果
せ
る
時
点
ま
で
に
、
既
に
な
に
が
し
か
の

小
金
を
貯
蓄
し
得
て
い
た
と
し
て
居
る
が
門
既
掲
の
同
・
旬
、
早
広
の
み
吉
司
-

s・a
-
h
s
・
所
載
の
論
文
、
ま
た
出
・

M
M
U
H
U
誌
の
著
書
1
1但
、
既
掲
の

英
訳
並
び
に
今
来
訳
は
然
ら
ず

i
l、
ま
た
国
・

F
H
g
ω

の
著
作
の
、
夫
々

の
当
該
箇
所
参
照
〕
、
商
人
団
へ
の
入
会
に
は
必
ら
ず
や
幾
許
か
の
入
会
金
を

要
し
た
に
違
い
な
い
、
と
す
る
ピ
レ
ン
ヌ
の
恐
ら
く
想
像
〔
或
い
は
ま
た
一
般

的
な
ア
ナ
ロ
ギ
ー
に
も
と
づ
く
推
理
?
〕
に
出
で
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
同
]
』
宮

M
U
S同町内
b
H
e
3
P
〈。日・

H
F
-
Y
N
回
日
》
円
、
お
弘
、
刊
誌
守
2
2
.
2ミ
合
町
時

領有岡南民町、町、

s.h~ミ
NQ
旬
、
町
、
足
、
RH
乱立
a
H
Z
E
E込町
~vh同時

bEb--FN恥
的

NRH
句hwhHbミ
3ttpw

h
3
2
n同A
W
E
-
b
宮崎、
Q

B
芯
司
令
た
き
さ
同
町
、
主
謹
言
、
町
富
岡
町
司
書
ね
な
ミ
句
匂
RNhQa

え
芯
『
町
内
、
2

2
ミ
F

S
善
昌
弘
R
H
N
3
5
2
昌
司
ぬ
ま
な
向
島
、
号
、
寄

E
句マ
h
N
R
H

q
Q句同氏
E.
苦災対絹刊誌。吉川句臥
W
H
n
h吉
.
芯
芯
hr

ぬ
弘
亘
書
札
刊
誌
号
、
有
丸
町
也
、
、
g
h
w

pミ
苦
言
言
。
、

5
2・
立

宣

告

S
室
町
三
宮
室
町
Q

2
号
室
内
謙
吾
、
、
守

町内
K
R
N
2
・
《
〔
一
部
意
訳
す
〕
因
み
に
、
ピ
レ
ン
ヌ
は
、
そ
の
コ
ー
ル
ナ
l
ル
編

『
論
文
集
』
所
収
の
国
・
M
M

・-
E
E
-
司・

3
の
脚
註
1
の
一
部
と
し
て
、
わ

れ
わ
れ
の
前
註
(
加
〉
お
よ
び
同
じ
く
前
註
ハ
幻
)
所
引
の
文
の
あ
と
に
つ
づ
く
と

こ
ろ
の
此
の
一
文
を
そ
の
直
接
の
典
拠
と
し
て
引
用
し
な
が
ら
、
彼
の
本
文
に

お
い
て
は
縫
か
に
《
〉
〈
宮

ω

g

g

g
司同岡田
O

ロ
P

同-
4白

ι。
包
R
n
F
h
v
g
H
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巳a 口

以
よ
、
前
節
に
於
て
は
、
先
ず
ピ
レ
ン
ヌ
の
専
業
的
商
人
の
発
生
に
関

す
る
一
般
的
見
解
を
概
略
説
明
し
、
次
い
で
彼
が
自
己
の
見
解
を
具
体
的

に
裏
付
け
る
最
も
根
源
的
な
る
史
料
と
し
て
挙
げ
て
い
る
所
の
、
ー
ー
も

と
一

O
六
五
年
頃
生
れ
一
一
七
二
年
頃
の
其
の
死
に
至
る
迄
一
世
紀
余
に

及
ぶ
長
き
生
涯
の
大
部
分
を
北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ダ
ラ
ム
司
教
管
区
内

フ
イ
ン
ク
ル
修
道
院
に
お
い
て
一
隠
者
宮
町
、
吉
宗
H
)

と
し
て
生
き
た
、
ゴ

ド
リ
ッ
ク
な
る
人
物
に
関
す
る
一
向
時
代
人
の
記
録
l
l
s
『
ダ
ラ
ム
の
修

道
僧
レ
デ
ナ
ル
ド
作
・
フ
イ
ン
ク
ル
の
隠
者
聖
ゴ
ド
リ
ッ
ク
の
生
涯
並
び

に
奇
蹟
に
関
す
る
物
語
』
な
る
一
聖
者
伝
の
、
今
日
流
布
す
る
所
の
刊
本

に
し
て
其
の
総
べ
イ
ヂ
数
回
八
一
。
へ
イ
ヂ
中
の
一
小
部
分
初
め
の
八
分

ノ
一
に
も
充
た
ざ
る
部
分
に
現
わ
れ
た
、
主
人
公
の
隠
者
に
な
る
以
前
の

.
壮
年
期
の
半
ば
ま
で
の
生
活
に
関
す
る
記
述
に
就
い
て
主
と
し
て
ピ
レ

ン
ヌ
の
援
用
箇
所
を
中
心
に
、
非
力
な
る
わ
た
く
し
の
能
力
の
及
ぶ
限
り

ピ
レ
ン
ヌ
の
解
釈
を
個
々
に
批
判
的
に
検
討
し
て
み
た
次
第
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
斯
く
の
如
き
証
拠
に
基
い
て
、
ピ
レ
ン
ヌ
は
全
体
と
し
て

い
っ
た
い
如
何
な
る
主
張
を
そ
こ
に
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。彼

は
、
先
ず
、
ゴ
ド
リ
ッ
ク
の
物
語
は
、
若
し
読
者
が
い
ま
夫
れ
よ
り

二
七
六

そ
の
敬
度
な
る
大
団
円
を
削
除
す
る
と
せ
ば
、
他
の
多
く
の
人
々
に
も
当

(
抑
制
)

て
絞
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
云
う
、
大
前
提
か
ら
出
発
す
る
。
即
ち
、
夫

れ
は
、
如
何
に
し
て
、
一
人
の
人
間
が
無
一
物
か
ら
出
発
し
て
比
較
的
短

(
川
H

)

期
間
|
|
十
六
年
間
|
|
に
莫
大
な
る
財
産
を
蓄
積
し
得
る
も
の
で
あ
る

か
、
を
、
い
ま
こ
の
上
も
な
く
明
断
に
示
し
て
い
る
、
と
な
し
て
居
る
の

で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
に
「
成
功
」
し
た
人
聞
は
、
一
般
に
事
情
と
機

会
。
目
的
色

R
o
s
s
D
n
2
2
s
n
F
g
g
)
と
に
お
い
て
特
に
恵
ま
れ
た

〈

何

)

・
幸
運
な
人
び
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
が
、
然

し
、
こ
と
ゴ
ド
リ
ッ
ク
に
関
す
る
限
り
、
彼
の
成
功
の
秘
訣
(
-
冊
目

onHOO

-
根
本
原
因
。
田
口
田
口
凹
叩
叩
凹
曲
目
口
氏
田
口
叩
)
は
、
前
節
に
お
い
て
も
ひ
と
た
び

指
摘
さ
れ
た
ご
と
く
、
彼
自
身
の
知
性
(
コ
ロ
芯
臣
官
民
叩
)
、
よ
り
正
確
に

は
、
彼
自
身
の
ピ
ズ
ニ
ス
の
勘
令
叩
的
自
白
色
目
的
恒
常
号
0
6
こ
そ
が
正
に

(
必
)

夫
れ
で
あ
っ
た
、
と
ピ
レ
ン
ヌ
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
ピ
レ
ン
ヌ
を
し

て
言
わ
し
む
れ
ば
、
修
道
院
へ
の
遁
世
に
至
る
ま
で
の
若
い
時
代
の
ゴ
ド

リ
ッ
ク
の
全
行
動
を
規
定
せ
る
指
導
原
理
は
ま
さ
し
く
利
潤
の
追
求
。
担

円四円

E
R
Z
号

買

D
E〉
に
ほ
か
な
ら
ず
、
彼
は
唯
単
に
彼
の
日
常
の
必

要
に
応
ず
る
た
め
に
な
O

戸
吋
凹
ロ
ヴ

4
8町
P
8凹ず叩
m
o
E
m
]
白
戸
吉
田
ロ

R
ろ

で
は
な
く
、
彼
の
稼
い
で
得
た
と
こ
ろ
の
金
銭
を
笹
底
ふ
か
く
溜
め
込
み

(
自
己
目
的
お
吋
宮
内
O

昆

q
E
g町
四
で
月
間

gH
宮
、
己
目
官
官

3
隠
匿

す
る
こ
と
に
甘
ん
ず
る
(
由
。

g
ロ
件
。
三
包
含

g
n
E
H
)代
り
に
、
ひ
た
す

ら
彼
の
諸
事
業
に
養
分
を
補
給
し
、
夫
れ
ら
を
拡
張
す
る
た
め
に
守
口
己

丘町

5
8門
司
吋
回
目
的
回
同
回
目
円
四
回

a
z回
公

B
母
叩
)
こ
そ
固
定
れ
を
用
い
、
各
々

の
商
品
(
岳

2
5
e
R
Z
)
に
対
し
て
夫
れ
が
最
大
の
利
潤
Q
O
B但
阿
ケ



ヨ
ロ
s
a
o
岡
田
山
口
)
を
産
む
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
市
場
を
こ
そ
求
め
た
、

〈
幻
)

と
日
う
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
ピ
レ
ン
ヌ
は
、
『
聖
ゴ
ド
リ
ッ
ク
伝
』
に
お
け
る
記
述
を
証
拠

と
し
て
、
ゴ
ド
リ
ッ
ク
の
成
功
が
雷
に
彼
れ
個
人
の
商
取
引
の
手
腕
。
J

E
Z
E
b
g
B
B
R
2回
目
印
)
に
起
因
す
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
事
業
の
成

功
に
は
抑
々
団
体

Q
u
g
g
n山由民
B
)
の
力
の
与
っ
て
大
い
な
る
も
の
の
有

っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
ピ
レ
ン
ヌ
は
、
『
伝
記
』
の
記
述
は
、
ゴ
ド
リ
ッ

ク
が
一
回
の
商
人
た
ち
と
団
体
を
結
成
し
た
時
か
ら
抑
々
彼
の
運
命
が
聞

け
初
め
た
こ
と
を
全
く
雄
弁
に
物
語
っ
て
居
る
と
し
て
、
当
時
同
業
者
と

団
体
を
形
成
す
る
と
云
う
こ
と
は
、
遍
歴
商
業
の
行
路
を
脅
か
す
と
こ
ろ

の
種
々
な
る
困
難
・
危
険
〔
盗
賊
・
海
賊
等
、
ま
た
海
難
・
難
破
等
〕
に
対

す
る
共
同
防
衛
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
定
期
市
や
市

場
に
於
て
(
吉
岡
沙
門
円
8
2
2凶

B
同
門
口
広
田
)
何
ら
か
の
商
業
上
の
紛
争

が
生
じ
た
場
合
、
新
か
る
遍
歴
商
人
は
、
法
廷
に
於
て
彼
の
為
に
有
利
な

証
言
を
し
て
呉
れ
る
証
人
会
四
回
忌
B
O吉
田
)
又
は
保
証
人

Q
8
8丘町
B
与

を
、
彼
の
仲
間
た
ち
の
う
ち
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
し
、
又
、
仲
間
の

者
と
協
同
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
彼
は
、
彼
自
身
の
力
の
み
を
以
て
し
て

は
、
到
底
手
に
入
れ
る
こ
と
の
困
難
な
る
商
品
を
も
卸
値
で
買
う
守
各
自

己
負

g
賞
。
由
)
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
り
、
彼
の
個
人
的
信
用
す

8

2
E
X
宮

E
g
g
-
)は
彼
が
属
し
た
集
団
の
信
用
合
吋
E
X
骨

Uno--

Z
2
2
p
b
a
Dロ
神
戸
宮
町
田
町
件
宮
丘
町
ろ
に
依
っ
て
高
め
ら
れ
、
此
の
集
団

の
お
蔭
で
彼
は
彼
の
競
争
者
た
ち
と
の
競
争
に
よ
り
一
一
層
容
易
に
拾
抗
し

(
必
)

得
た
の
で
あ
る
、
と
な
し
て
い
る
。
か
く
て
、
彼
は
、
前
掲
の
書
目
中
未

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
展
開
』
補
遺

だ
一
度
も
引
用
せ
ら
れ
ざ
り
し
出
・
司
-
w
S
N
U
の
論
文
に
於
て
、
斯
く
の

如
き
団
体
の
裡
に
い
ま
一
般
的
に
中
世
商
人
ギ
ル
ド
(
町
営
む
を
き
時
三
む
な

B

E
遣
〉
の
起
源
を
観
て
お
り
、
夫
れ
は
後
段
に
於
て
詳
述
せ
ら
る
る
如
く
、

既
に
第
十
一
世
紀
に
彼
の
所
謂
「
商
業
の
復
活
合
同
門
自
由
目
白
白

g
g
aロ

8
5
5
R
S
)」
と
ま
さ
し
く
時
を
同
じ
う
し
て
確
立
せ
る
も
の
、
と
主
張

ハ
必
)

し
て
居
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
ピ
レ
ン
ヌ
に
依
り
『
聖
ゴ
ド
リ
ッ
ク
伝
』
の
記
述
に
就
い
て
い

ま
特
に
注
目
せ
ら
れ
る
の
は
、
『
伝
記
』
が
ゴ
ド
リ
ッ
ク
の
北
海
な
ら
び
に

バ
ル
ト
海
方
面
へ
の

6
同志向凶

5
8
@
を
詳
細
に
記
録
に
と
ど
め
て
い
る

l
lま
さ
に
其
の
処
に
い
ま
最
も
典
型
的
に
示
さ
れ
て
居
る
様
に
、
概
し

て
此
の
時
代
の
商
人
団
体
が
非
常
に
遠
隔
の
地
へ
の
旅
(
4
0
可担問
g
P
3

E
S
S
Eる
を
行
っ
た
、
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ピ
レ
ン
ヌ
を

し
て
言
わ
し
む
れ
ば
、
比
の
時
代
の
商
業
を
以
て
、
局
地
的
市
場
の
描
く

と
こ
ろ
の
狭
隆
な
る
軌
道
に
厳
密
に
局
限
せ
ら
れ
た
地
方
的
商
業

(
5

8
5
5
R
S
H
O
E
-
-
b可白山
H
O
B
S
H
Z
B
b
酔
て

OHσ-za・5
自
由
民
広

忠
岡
山
口
口
曲
目
)
と
し
て
観
念
す
る
こ
と
は
、
決
定
的
に
誤
謬
で
あ
る

(
8
8

可
OBHU印
円
国
広
島
ロ

g
E
田
口
ぢ
ロ
C
、
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
而
し
て
ピ

レ
ン
ヌ
は
結
論
し
て
白
う
、

l
!中
世
の
経
済
的
再
生
の
特
色
。
∞

B
E
a

a
bユ目立
ρ
5
a
o
】回

5
5日回目
S
n
o
b
8
8
5
E
C叩
P
H
V向
。
苫
ロ
〉
問
。
〉

を
な
し
た
所
の
も
の
は
、
大
商
業

(
-
o
q
g仏
g
g
g叩
月
刊
)
或
い
は
若

し
又
ひ
と
が
よ
り
精
確
な
表
現
を
選
ぶ
と
す
れ
ば
色
白

g
自

B
R
g
世

(

印

)

-D口問
5
a
a
g
n叩
〉
〔
長
距
離
商
業
〕
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
、
と
。
即
ち
、

当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
商
人
た
ち
は
、
団
体
を
組
ん
で
極
め
て
広
汎
な

二
七
七



立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
三
号
(
一
九
八
八
年
〉

る
地
域
に
亘
っ
て
遍
歴
生
活
を
続
け
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
す
る
こ
と
が

彼
等
が
か
の
巨
大
な
る
利
潤
を
実
現
す
る
唯
一
の
方
途
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
彼
等
は
、
後
日
そ
の
商
品
の
稀
少
さ
が
当
該
商
品
の
価
値
を
増
大
せ

し
め
る
所
の
土
地
に
於
て
た
っ
ぷ
り
と
儲
け
て
転
売
し
得
る
よ
う
、
夫
れ

ら
の
商
品
を
夫
れ
ら
が
豊
富
に
見
出
さ
る
る
所
の
遠
隔
の
地
に
求
め
た
の

で
あ
っ
て
、
従
っ
て
彼
等
の
旅
は
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
|
|
遠
距
離
に
亘

れ
ば
亘
る
ほ
ど
、
愈
々
益
々
多
く
の
利
潤
を
挙
げ
得
た
の
で
あ
り
、
泥
淳

し

け

膝
を
没
す
る
悪
路
に
悩
ま
さ
れ
・
或
い
は
ま
た
時
化
で
海
が
荒
れ
る
と
こ

ろ
の
冬
期
を
除
い
て
、
彼
等
は
年
が
ら
年
中
、
団
体
を
組
織
し
て
遍
歴
商

(
民
)

業
の
旅
に
出
て
い
た
の
で
あ
っ
た
、
と
臼
う
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
第
四
に
、
ピ
ン
レ
ヌ
に
依
っ
て
関
心
が
有
た
れ
る
の
は
、
斯

か
る
当
時
の
遠
距
離
商
業
に
従
事
せ
る
と
こ
ろ
の
遍
歴
商
人
た
ち
の
法
的

H

身
分
的
地
位
。
回
ロ
ロ
ロ
佳
江
口
口
吉
弘

asg)
の
問
題
で
あ
る
。
|
|
ピ

レ
ン
ヌ
の
結
論
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
彼
等
は
、
本
源
的
に
自
由
民
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
の
多
く
は
、
も
と
も
と
農
奴
の
次
男
坊
以
下
の

息
子
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
聖
ゴ
ド
リ
ッ
ク
伝
』
の
示
す
如
く
、
明
々

白
々
な
る
事
実
で
あ
る
が
、
彼
等
は
も
は
や
彼
等
の
両
親
の
農
民
保
有
地

(
苦
白
芝
居
。
か
ら
は
既
に
早
く
立
ち
去
っ
て
し
ま
っ
て
居
る
と
こ
ろ
の
人

間
で
あ
り
、
今
や
彼
等
の
そ
の
後
の
長
い
遍
歴
生
活
は
彼
等
の
出
自
に
係

わ
る
一
切
の
痕
跡
を
跡
形
も
な
く
払
拭
し
て
了
っ
て
い
て
、
な
ん
び
と
と

離
も
此
の
永
遠
の
旅
人
た
る
彼
等
の
法
律
上
の
身
分
に
就
い
て
関
知
す
る

所
が
な
か
っ
た
か
ら
、
彼
等
は
、
彼
等
の
赴
く
と
こ
ろ
到
る
処
に
お
い
て
、

余
所
者
合
可
自
関
白
片
的
)
と
し
て
看
倣
さ
れ
た
と
同
時
に
自
由
民

(
Z
s
g叩

二
七
八

-Fσ
吋叩一時
B
S
H
O
P
)
と
し
て
の
取
り
扱
い
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
ー
ー
ー

何
と
な
れ
ば
、
農
奴
た
る
こ
と
公
凹
お
吋

i
z
a
α
S
O
伯
仲
由
吉
田
口
同

8
己目

色

O
B
)は
、
原
来
、
推
定
(
胃
企
ロ
窓
口

H
V
3
2
5白
)
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は

な
く
、
ま
さ
に
証
明

(
b
u
B
B
Hな
る
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
法
は
、
法
が
主
人
へ
の
帰
属
関
係
を
決
定
し
得
な

い
人
間
は
、
之
を
一
律
に
「
自
由
民
」
と
し
て
取
り
扱
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
彼
等
は
私
的
領
主
裁
判
権
に
は
服
す
る
こ
と
な

く
、
国
王
の
公
的
裁
判
権
に
直
接
服
し
た
の
で
あ
っ
て
、
当
時
荘
園
裁
判

所
は
斯
か
る
遍
歴
商
人
た
ち
を
召
喚
す
る
こ
と
は
之
を
能
く
し
得
な
か
っ

〈

収

〉

た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ァ
ン
リ
ー
ピ
レ
ン
ヌ
は
、
上
来
見
て
来
た
ご
と
き
遠
距
離

商
業
に
従
事
す
る
専
業
的
な
商
人
|
大
商
人
H

卸
売
商
人
と
、
い
ま
都
市

と
の
関
係
を
、
抑
々
如
何
に
観
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、

1

1
此
の
点
を

(
邸
〉

最
後
に
検
討
し
て
み
た
い
。

ピ
レ
ン
ヌ
は
先
ず
、
一
般
的
に
、
商
人
達
の
遍
歴
生
活
は
、
彼
等
が
其

の
周
囲
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
一
定
数
の
固
定
し
た
所
の
基
地
官

2
3即日ロ

ロ
ロ
包
ず
え
え
由
同
色
宮
田
仲
間
〉
の
存
在
を
不
可
欠
な
る
条
件
と
す
る
、
と

云
う
前
提
か
ら
は
じ
め
る
。
彼
等
商
人
た
ち
の
遍
歴
生
活
は
、
ど
う
し
て

も
、
冬
期
の
宿
営
地
(
当
E
Z円

D
5
3
R
6、
物
資
集
積
の
流
通
拠
点

2
8
0
Z
P吋
吾
叩

g-uazロ
D
同開
C
E
C、
船
舶
並
び
に
四
頭
立
て
の

大
型
荷
馬
車
の
待
避
所
(
凹
E
R
R
g
m
F
e
m
g仏
項

目

四

8
6
等
と
し
て

役
立
つ
べ
き
所
の
、
固
定
し
た
中
心
地
な
し
に
は
、
や
っ
て
行
け
な
か
っ

た
の
で
あ
る
が
、
此
れ
ら
の
場
所
の
位
置
は
必
ら
ず
ま
た
商
取
引
の
所
要



に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ー
ー
す
な
わ
ち
、
此
れ

ら
の
場
所
の
位
置
は
、
地
形
、
河
川
の
水
路
並
び
に
水
深
、
両
岸
の
高
さ

等
が
、
船
舶
や
車
輔
の
通
行
、
人
々
の
集
合
に
自
然
に
好
ま
し
い
機
会
を

提
供
す
る
が
如
き
地
点
に
自
ら
落
ち
着
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
日
う

の
で
あ
る
。
斯
く
て
、
第
十
世
紀
の
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
、
ネ
I
デ
ル

ラ
ン
ト
で
は
、
商
人
た
ち
の
集
中

(
8ロロ恒三円白円山
8
6
は
、
右
に
述
べ
た

よ
う
な
条
件
に
合
致
す
る
地
点
に
お
い
て
屡
々
発
展
し
て
行
っ
た
の
で
あ

る
が
、
此
れ
ら
の
商
人
た
ち
の
集
合
地

(no--叩
n
H
-
8
6
は
、
商
品
集
積
の

基
地
u
拠
点
と
し
て
、
官
ミ
S
と
い
う
、
一
つ
の
特
徴
的
な
る
名
称
を
有

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
』
守
口
ミ
S
な
る
名
称
は
、
夫
れ
の
本
質
的
に

商
業
的
な
る
性
格
を
能
く
表
わ
し
て
居
り
、
此
の
語
は
抑
々
フ
ラ
マ
ン
語

(
司
広
告
-
m
V
)
で
都
市
を
意
味
す
る
」
守
口
ロ
ミ
の
原
字
で
あ
っ
て
、
一
般
的
に

ネ
i
デ
ル
ラ
ン
ト
の
都
市
が
い
ま
そ
の
起
源
を
商
業
に
有
す
る
こ
と
を
明

(
引
出
〉

証
す
る
何
よ
り
の
証
拠
な
の
で
あ
る
。

斯
く
し
て
、
都
市
の
腐
芽
を
形
づ
く
っ
た
も
の
は
、
ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ト

に
お
い
て
は
怖
配
に
於
て
も
商
人
の
集
団

(
B
R各
自
門
四
円
。
品
)
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
が
、
然
し
乍
ら
愛
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ピ

レ
ン
ヌ
に
従
え
ば
、
こ
の
こ
と
は
い
ま
都
市
が
処
女
地
(
4
町
四
吉
田
口
口
)
に

建
設
せ
ら
れ
た
、
と
云
う
こ
と
を
何
ら
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
云

う
こ
と
で
あ
る
。
地
ロ
ミ
S
が
生
長
し
た
所
は
何
処
で
も
、
其
処
に
は
か
の

ヴ
ア
イ
キ
ン
グ
の
侵
入
時
代
以
来
建
設
せ
ら
れ
た
、
附
近
の
住
民
の
避
難

所
と
し
て
機
能
す
べ
き
、
一
つ
の
防
禦
工
事
を
施
さ
れ
た
城
郭
公
0
3
5
B

E
g
g
-ロ
お
)
が
既
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
商
人
た
ち
が
集
中

円
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
展
開
』
補
遺

し
た
の
は
、
ま
さ
に
斯
か
る
城
郭
(
G
宮
、
汽
)
の
城
壁
の
周
辺
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
う
か
と
言
っ
て
ま
た
、
斯
か
る

G
昔、
h
.
が

都
市
を
産
ん
だ
、
と
考
え
る
の
は
、
全
く
正
し
く
な
い
。
都
市
は

a

宮
、
句
"

に
直
接
接
す
る
其
の
近
傍
に
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
夫
れ
は

飽
く
ま
で

d
臣、
h
w

か
ら
発
達
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
両

者
の
対
照
は
、
考
え
得
る
限
り
歴
然
と
し
て
い
る
。
即
ち
、

d
宮、
h
.
は
単

純
に
軍
事
的
目
的
の
み
を
意
図
し
て
い
て
、
其
処
に
駐
留
す
る
騎
士
た
ち

の
生
活
は
専
ら
附
近
の
土
地
〔
H
所
領
〕
か
ら
上
が
る
〔
封
建
的
〕
地
代
収
入

に
依
存
し
て
居
り
、
夫
れ
の
規
模
は
不
変
的
n
停
滞
的
公

g
t
g
R
5
で

あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
方
、
b

ミ
宮
崎
は
商
業
に
依
つ
て
の
み
生
き
て
居

り
、
夫
れ
は
、
夫
れ
の
い
よ
い
よ
活
液
化
す
る
所
の
活
動
が
新
来
者
を
引

き
付
け
て
ゆ
く
に
従
っ
て
、
成
長
を
遂
げ
つ
つ
、
忽
ち
、
夫
れ
の
新
地
区

(ロ
2
『
門
戸
己
目
立
白
門
田
)
を
以
て
古
き
封
建
的
城
塞
を
取
り
囲
み
、
有
ら
ゆ
る

側
面
か
ら
城
塞
を
閉
じ
込
め
、
最
終
的
に
は
自
ら
の
裡
に
城
塞
を
吸
収
し

て
了
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
今
や
不
用
と
な
り
無
用
の
長
物
化
す
る
に

到
っ
た
掛
岳
は
、
取
り
壊
さ
れ
、
新
た
に
住
宅
建
設
地
守
口
山
富
山
口
問

-
8
3

に
転
換
さ
れ
た
。
此
処
に
到
っ
て
、
商
人
的
官
ミ
S
は
封
建
的
早
世
話

を
全
く
吸
収
H

併
呑
し
去
り
、
商
人
的
な
」
守
口
ミ
S
は
封
建
的
な
宮
、
内
の

名
称
を
自
己
の
も
の
た
ら
し
め
る
こ
と
に
依
っ
て
、
い
ま
や
そ
の
官
立
量
的

の

d
臣
、
旬
、
止
揚
の
過
程
を
完
了
し
た
の
で
あ
る
。
元
来
、
商
人
の
定
住

地
(
包
叩
円
島
田
三
回
由
主
叩
5
8
Cは
、
盗
賊
よ
り
自
ら
を
守
る
矢
来
(
世
田
口
目

的
白
山
田
)
に
依
り
固
ま
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
幾
許
も
無
く
此
の
木
造
の

防
禦
施
設
は
、
不
断
に
そ
の
規
模
を
拡
大
し
て
ゆ
く
、
濠
に
て
縁
ど
ら
れ

二
七
九
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〉

た
、
堅
牢
な
石
造
の
塁
壁
(
由
Z
D
O
E
S
-
u白
吋
門
田
)
に
取
っ
て
代
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
時
か
ら
、
夫
れ
の
中
心
に
お
い
て
古
き
ぷ
臣
、
h
.

が
今
や
廃
境
と
化
し
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
の
官
ミ

S
が
夫
れ
自
体
ぷ
臣
、
h
.

と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
第
十
一
世
紀
末
以
降
、
そ
の
住
民
は
、
こ
こ
に

a

宮
、
官
詰
認
ヘ
(
吉
円
四
四
回
田
町
田
)
と
云
う
新
し
い
称
呼
を
以
て
称
ば
れ
る
こ
と

(

日

〉

と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

(
刊
日
〉
国
・
司
-
-
H
由HAH-
唱-
M

Y

出・】
y
-
H
由回一戸司

H
O
A
r

出
-
H
Y
-
-
申ωω
・司・

H

申由・

〈
川
四
〉
前
節
、
二
七
O
頁
下
段
、
参
照
.

(
同
制
)
出
-
H
U
-
-
H
U
H
A
P
-
目

Y

M

甲
山
出
・
司
J

H

由同一
F

H

Y

H

2

・

(
M
叩
)
出
・
司
-
-
E
E
-
-
u
・
M
Y
E
-
-
M
・・
H

S
ア
HMHU
・
H
O
品同・

(
灯
〉
国
・
H
U
-
-
H
申HAH-
司
・
臼
(
)
切
出
・
可
J

H

由
同
戸
司
・
呂
町
・

(
川
崎
)
出
-
H
U
-
-
Z
E
W

円以・

8
一
回
-
M
Y
-
H
由自
-
u
・
5
?
な
お
、
本
文
中
に
出

て
く
る
訟
の
F
2
2
0口
問

g
g
を
、
出
-
H
Y

・
3
自
の
今
日
本
邦
に
お
け
る
最
良

の
訳
書
た
る
前
掲
佐
々
木
訳
〔
第
二
節
所
掲
書
自
の
註
*
*
参
照
〕
で
は
(
同
訳

書
、
一

O
二
頁
三
行
目
)
、
「
大
量
に
買
い
入
れ
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
是
れ

は
明
ら
か
に
誤
訳
で
あ
る
。
些
細
な
こ
と
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
拙
論
の
論
旨

全
体
に
係
わ
る
こ
と
な
の
で
、
此
処
で
特
に
指
摘
し
て
お
く
。

(
M
叩
)
民
・
同
V
J
H
S
P
H
V
・
怠
0

・

(
印
)
出
・

p
・
H
由N
J
〉
E

Y

H

D
∞
同
・
一
回
・
H
U
-
-
S
N
少
司
・
串
臼
申
・

門
別
)
出
-
M
U
-
-
H由
N
4ピ
目

y

H

C

P

(
同
尚
)
出
・
MM
・-
H
由回一戸官官
-
H
H
N

戸
一
回
・
】
ι
・-
H

S

P

甘
口
-
A
H
品。同・

(
目

ω
〉
此
の
点
に
就
い
て
は
、
第
二
節
所
掲
書
目
中
の
出
・
MM
・-
S

M
唱
の
論
文
が

彼
の
見
解
を
窺
い
知
る
う
え
で
最
適
で
あ
る
の
で
、
以
下
此
の
著
作
を
中
心
と

二
八

O

し
て
検
討
し
て
ゆ
く
。

〈
日
)
同
・
MM

・-
5日
由
、
唱
・
主
ゲ

(
問
ω
)

国
-
p
u
g
N
P
司-
A
R
M
-

な
お
、
此
処
で
特
に
附
言
す
る
必
要
の
あ
る

の
は
、
ピ
レ
ン
ヌ
が
、
上
述
の
如
き
過
程
は
、
一
般
に
封
建
的
な
ぷ
ミ
h
.

に

就
い
て
の
み
認
め
ら
れ
た
の
で
は
全
く
な
く
、
商
人
た
ち
の
b

。
ミ
ま
が
い
ま

リ
エ

l
ジ
ュ
ロ
昨
向
。
の
ご
と
き
防
塞
設
備
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
司
教
座
(
え
宮

.
E

芯
む
に
近
援
し
て
〔
門
前
町
と
し
て
〕
建
設
せ
ら
れ
た
場
合
に
於
て
も
、
同
様
に

進
行
し
た
こ
と
に
読
者
の
注
意
を
喚
起
し
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。

四

以
上
、
一
九
三
五
年
に
此
の
世
を
去
っ
た
ア
ン
リ
ー
ピ
レ
ン
ヌ
の
、
一

九
一
四
年
、
一
九
二
七
年
、
一
九
二
九
年
、
一
九
三
三
年
に
そ
れ
ぞ
れ
世

に
問
え
る
諸
著
作
に
つ
い
て
、
此
れ
ら
を
い
ま
綜
合
的
に
考
察
す
る
こ
と

を
通
じ
、
専
業
的
商
人
の
発
生
、
彼
等
の
営
み
の
性
格
、
斯
か
る
彼
等
と

都
市
と
の
関
係
等
の
諸
問
題
に
関
す
る
ピ
レ
ン
ヌ
の
見
解
の
凡
そ
の
と
こ

ろ
を
検
討
し
来
っ
た
の
で
あ
る
が
、
愛
に
以
上
の
諸
問
題
に
関
す
る
ピ
レ

ン
ヌ
の
見
解
を
綜
括
し
、
是
れ
に
対
す
る
わ
た
く
し
自
身
の
見
解
を
披
漉

し
て
、
以
て
此
の
さ
さ
や
か
な
拙
著
の
補
遣
を
ひ
と
ま
ず
終
え
る
こ
と
に

し
た
い
。

上
来
日
延
れ
を
明
ら
か
に
し
て
来
た
通
り
、
ピ
レ
ン
ヌ
の
専
業
的
商
人
と

云
う
の
は
、
飽
く
ま
で
も
遠
隔
地
問
貿
易
に
携
わ
る
と
こ
ろ
の
商
人
の
こ

と
で
あ
り
、
彼
等
は
も
と
も
と
封
建
的
土
地
所
有
を
基
祇
と
す
る
中
世
社

会
に
お
い
て
農
奴
的
土
地
保
有
よ
り
引
き
剥
が
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
浮
浪
民



ー

1
ピ
レ
ン
ヌ
の
い
わ
ゆ
る

A
b自
己
忠
@
が
彼
等
の
前
身
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
が
、
彼
等
は
ビ
ズ
ニ
ス
の
勘
と
も
言
う
べ
き
ム
ロ
芯
巨
四
g
n
e
に

恵
ま
れ
、
単
に
そ
の
日
常
的
な
経
済
生
活
の
次
元
に
お
け
る
欲
求
を
充
足

す
る
こ
と
の
み
に
て
は
満
足
し
得
ず
、
そ
の
日
常
的
な
る
欲
求
を
充
た
す

限
度
を
超
え
て
可
能
な
る
か
ぎ
り
最
大
限
の
利
益
を
掌
中
に
お
さ
め
ん
と

し
、
団
体
を
組
織
し
て
遠
隔
地
問
の
価
格
差
を
巧
み
に
利
用
せ
ん
も
の
と

日
夜
汲
汲
と
し
て
努
力
し
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
彼
等
遠
隔
地

問
商
業
に
従
事
せ
る
中
世
の
専
業
的
商
人
た
ち
は
、
ま
さ
し
く
「
安
く
貿

っ
て
一
両
く
由
冗
る
」
と
こ
ろ
の
、
マ
ル
ク
ス
の
い
わ
ゆ
る
=
〈
四
品
一
口
出
叩
吋
ロ
ロ
岡
田
a

胃
DEn・
を
追
求
せ
る
所
の
者
で
あ
り
、
彼
等
の
営
み
は
本
質
的
に
正
し

く
マ
ル
ク
ス
の
い
わ
ゆ
る
=
田
口
芯

2
2三田口目的
nFaa
な
、
ヴ
ェ

l
パ
!
の
謂

う
「
人
類
の
歴
史
と
共
に
古
い
」
、
大
塚
久
雄
教
授
の
言
わ
れ
る
「
前
期
的
」

な
|
|
「
商
業
資
本
(
国
自
白
色
呉
昌
広
色
)
」
の
営
み
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ピ
レ
ン
ヌ
の
周
知
の
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
な
普
通
史
的

自
世
界
史
的
構
想
|
|
第
七
世
紀
よ
り
第
八
世
紀
に
か
け
て
「
西
方
(on'

ae三
)
」
へ
進
出
せ
る
か
の
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
に
依
る
所
の
古
典
古
代
的

な
地
中
海
世
界
の
破
壊
〔
H
地
中
海
の
封
鎖
〕
、
第
九
世
紀
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
世
界
に
お
け
る
商
業
日
都
市
生
活
の
全
面
的
な
破
滅
〔
古
典
古
代
的
な

夫
れ
ら
と
の
断
絶
〕
、
第
十
世
紀
末
葉
以
降
第
十
一
、
二
世
紀
に
か
け
て
の

「
商
業
の
復
活
」
、
と
云
う
場
合
に
お
け
る
「
商
業
の
復
活
。
田

5
5目的・

由
自
-noaロ
B
5
5
2
8
)」
と
は
、
之
を
要
す
る
に
、
正
し
く
「
遠
隔
地
問

商
業
の
復
活
」
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

l
l此
の
点
を
明

確
に
認
識
す
る
こ
と
は
い
ま
ピ
レ
ン
ヌ
学
説
の
核
心
を
理
解
す
る
上
で
定

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
展
開
』
補
選

に
重
要
な
る
点
で
あ
る
、
と
わ
た
く
し
に
は
思
わ
れ
る
。
ー
ー
ー
現
に
、
彼

自
身
、
前
述
せ
る
如
く
、
一
九
二
七
年
の
其
の
著
作
の
一

O
九
ペ
イ
ヂ
に

お
い
て
、
中
世
の
経
済
的
再
生
M

復
活
の
特
色
を
な
し
た
所
の
も
の
は
、

「
大
商
業

(
z
q
g
a
g
B
S
R
B〉
」
、
「
或
い
は
ひ
と
若
し
よ
り
精
確
な

る
表
現
を
選
ば
ん
と
欲
せ
ば

(
0
5
巴
円
。
ロ
可
思

P
B
ロ
ロ
窓
口
H
H
0
1
5

胃
bnS〉
」
、
「
長
距
離
商
業

(
Z
8
5
5
R
8
P
E口問
5
色
広
告
g
)」、

で
あ
る
、
と
ハ
ツ
キ
リ
言
い
切
っ
て
居
る
処
に
徴
し
て
も
、
そ
こ
に
一
点

の
疑
義
も
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯
か
る
遠
距
離
商
業
の
第
十

世
紀
末
葉
以
降
に
お
け
る
再
生
u
復
活
と
共
に
専
業
的
商
人
の
集
合
・
定

着
を
契
機
と
し
て
都
市
生
活
も
亦
再
生
日
復
活
を
見
、
そ
こ
に
中
世
都
市

の
西
欧
史
上
に
於
け
る
生
誕
を
見
る
に
到
っ
た
、
と
云
う
の
が
、
抑
々
ピ

レ
ン
ヌ
の
根
本
的
・
一
般
的
な
考
え
方
な
の
で
あ
る
。

夫
れ
で
は
、
そ
の
場
合
、
斯
か
る
「
長
距
離
商
業
」
に
対
す
る
「
近
距
離

商
業
」
、
そ
の
場
と
し
て
の
「
局
地
的
市
場
」
は
、
い
っ
た
い
ぜ
ん
た
い
ピ

レ
ン
ヌ
に
於
て
は
如
何
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

彼
は
、
其
の
一
九
二
九
年
の
著
作
に
於
て
(
四
三
九
ペ
イ
ヂ
)
、
「
ネ
l

デ
ル
ラ
ン
ト
が
『
民
族
的
産
業
公
z
s
a
c
s
-
E仏
5
q己
』
の
生
産
物
を

輸
出
し
、
代
っ
て
原
材
料
を
輸
入
す
る
こ
と
に
依
っ
て
諸
外
国
と
の
聞
に

営
め
る
所
の
商
業
は
、
『
局
地
的
市
場
を
繰
る
、
ち
っ
ぽ
け
な
、
値
切
り

商
売

(HE
宮
SU1ny由
民

R
E四
円
0
5仏
回
目

c
g
-
B田
門
官
。
』
と
は
極
め

て
異
な
っ
た
相
貌
を
呈
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
後
者
の
「
ち
っ
ぽ
け
な
値
切

り
商
売
こ
そ
は
、
『
今
日
余
り
に
も
汎
く
一
般
に
行
き
渡
っ
て
い
る
一
つ

の
学
説
(
同
州
国
吋
H
O
D
唱

3
4田
口
吉
岡

5
8弓
)
』
に
拠
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

二
八



立
教
経
済
学
研
究
第
四
一
巻
三
号
(
一
九
八
八
年
)

の
経
済
的
再
生
u
復
活
に
先
行
な
5
8含
)
し
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

〔
歴
史
的
〕
真
実
は
、
ネ
!
日
ア
ル
ラ
ン
ト
に
お
い
て
も
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て

も
斯
か
る
再
生

n
復
活
は
『
長
距
離
商
業

G
S包
E
g
g
s
B
S
R
B
)』

(
町
四
〉

に
依
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
居
る
。

夫
れ
か
ら
ま
た
、
彼
は
、
其
の
一
九
二
七
年
の
著
作
の
第
二
章
「
第
九

世
紀
の
商
業
の
凋
落
」

(
E
念
日
門

H
8
8
8
5
5
2
n
E叩
合
同
ば
回
目

pns

-
る
に
於
て
は
(
三
五
l
六
ペ
イ
ヂ
)
「
『
規
則
的
な
正
常
な
商
業
活
動
守
口
四

恒三

-
t
H
b
g
g
g叩
民
日
回
目
。
広
間
己

-
P
5
2
ロ
DHB丘
町
)
』
、
『
安
定
し
た
組

織
さ
れ
た
流
通

(son-RZH注目
8
8
5
g丘
四
四
件
。
吋
関
白
巳
出
品
目
〉
』
、
『
専

業
的
な
商
人
の
階
級

(
5
0
己
白
回
目
。
宏
容
号
各
自
身
匂
円

OPE-ss・

-
回
〉
』
、
『
彼
等
の
都
市
に
お
け
る
定
住

(-2同
公
与

-
S
8
5
8
H
門H
E
m
-叩田

三
口
冊
目
)
』
|
|
之
を
要
す
る
に
、
そ
の
名
に
値
い
す
る
『
交
換
経
済
(
吉
叩

b
g
g
Bぽ
弘
、

bnF富
岡
町
)
』
の
ま
さ
に
『
本
質

G.叩
8
8
8
)』
を
形
づ
く
る

所
の
も
の
総
て
に
つ
い
て
、
夫
れ
ら
の
如
何
な
る
痕
跡
も
ひ
と
は
イ
ス
ラ

!
ム
の
侵
入
に
依
る
地
中
海
の
『
封
鎖
(
宮
同

2
5
2ロ
B
〉
』
こ
の
か
た
、

是
れ
を
見
出
す
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
ひ
と
が
第
九
世
紀
に
お
い
て

〔
文
書
の
上
で
〕
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
『
市
場
(
室
町
、
ミ
芯
♂
ぎ
町
、
S
E
)』
の

大
多
数
は
、
決
し
て
此
の
『
定
言
(
目
白
言
語
t
g
)』
を
反
駁
す
る
も
の
で

は
な
い
。
夫
れ
ら
の
市
場
は
、
『
田
舎
の
食
料
品
。

g
p口
広
四
回
目
ロ
宮
町
中

gH吋
白
白
含
】
即
日
目
口
白
間
口
白
〉
』
の
『
小
売
販
売
に
依
る
守
口

E
D
3ロ
色
白

目白

4叩
2
0
8
念
窓
口
)
』
〔
町
の
〕
『
住
民
達
に
対
す
る
週
に
一
回
の
〔
|
即

ち
定
期
的
な
週
市
の
形
に
お
け
る
〕
補
給

(
-
0
5
4
H
S巳
S
H
g
H
Z
E
C
h

し
つ
ら

自
主
回
目
円
。
色
町
田
町
名
己
注
目
。
口
町
)
』
の
た
め
に
設
え
ら
れ
た
、
『
ち
っ
ぽ
け

二
八
二

な
局
地
的
な
市
場
な

2
5
5白
R
E
2
Z
8
5内
)
』
で
あ
る
に
し
か
過
ぎ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
」
(
以
上
、
引
用
文
中
、
傍
点
並
び
に
〔
〕
内
の
字
句
は
引
用
者

の
も
の
〉
と
述
べ
て
居
る
。
そ
う
し
て
、
此
の
第
九
世
紀
の
局
地
的
市
場
に

就
い
て
は
、
ピ
レ
ン
ヌ
は
、
其
の
一
九
三
三
年
の
著
作
の
序
説
。
巳
円
0

・

。
ロ
♀
山
口
口
)
の

E
の
う
ち
の
〈

F
g
自
由
門
口
広
田

H
o
s
e
c
の
項
で
(
一
六
五

i
六
ペ
イ
ヂ
マ
吏
に
之
を
具
体
的
自
即
物
的
に
説
明
し
て
、
夫
れ
は
「
〔
町

の
〕
近
隣
の
農
民
が
若
干
の
鶏
卵
、
若
干
の
雛
、
数
封
度
の
羊
毛
、
或
い

は
『
自
家
で
織
っ
た
数
オ
i
ヌ
口

EH5HH-H∞∞
5
2
5〕
の
粗
末
な
羅
紗

(門戸口叩
E
ロ
叩
回
目
戸
口
四
回
品
目
且
円
即
日
U

関門
D
由回目白同氏
n
b
p
仏

0
5目白山
T
W
)

』
を
売
り

に
や
っ
て
来
る
と
こ
ろ
の
『
小
さ
な
週
市

e
a
F
Z
B
R
n
r
b問
。
冊
目
冊
目
白
日
B

E
A
U
)

』
で
あ
る
」
ハ
門
〕
内
は
引
用
者
の
補
足
)
と
日
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

右
に
見
て
来
た
ご
と
き
、
ピ
レ
ン
ヌ
に
お
け
る
専
業
的
商
人
に
依
っ
て

営
ま
れ
る
所
の
遠
距
離
商
業
の
意
義
の
高
唱
・
強
調
、
他
方
、
彼
の
場
合

の
、
局
地
的
市
場
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
る
近
距
離
商
業
の
一
般
に
中
世
都

市
成
立
史
上
そ
の
出
発
点
と
し
て
有
す
る
と
こ
ろ
の
基
本
的
な
l
l
と
そ

う
わ
た
く
し
に
は
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
l
|
意
義
の
無
視
な
い
し
過

小
評
価
は
、
ま
た
、
次
の
ご
と
き
彼
の
成
立
当
初
の
中
世
都
市
観
に
も
反

映
し
て
居
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
夙
に
其
の
一
九
一
四
年
の
著
作
に
於

て
次
の
如
く
に
述
べ
て
居
る
の
で
あ
る
(
一
二
三
ペ
イ
ヂ
)
、
|
|
「
わ
れ
わ
れ

が
当
面
考
察
し
た
時
代
即
ち
第
十
一
、
十
二
世
紀
に
あ
っ
て
は
、
都
市
は

工
業
(
コ
ロ
門
吉
田
仲
丘
四
)
に
よ
り
も
、
遥
か
に
多
く
商
業

(
-
o
g
g
g
R
8〉に

専
ら
従
事
す
・

E
8
5
6
し
て
い
た
。
そ
の
当
時
か
ら
既
に
工
業
に
従
事

す
る
中
心
地

G
8
8三
尽
町
宮
山
口
正
月
門
口
氏
。
叫
凹
)
と
し
て
現
わ
れ
た
所
の



ひ
と
は
殆
ど
引
証
(
口
同
窓
吋
)
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
」

も
の
を
、

井
}
。

か
く
て
、
今
や
、
ピ
レ
ン
ヌ
に
あ
っ
て
は
、
中
世
都
市
は
|
|
少
く
と

も
其
の
成
立
当
初
に
於
て
は
、
夫
れ
が
飽
く
ま
で
「
生
産
者
都
市
(
可
円
包
ロ
‘

N
B
窓
口
己
主
計
)
」
と
し
て
で
は
な
く
ヴ
ェ
l
バ
l
の
い
わ
ゆ
る
「
消
費
者

都
市
(
問
。
ロ
凹
ロ
自
叩
ロ
窓
口
由
g
♀
)
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
火

を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
な
る
所
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
れ

ピ
レ
ン
ヌ
が
、
抑
々
窮
極
に
於
て
、
一
般
に
社
会
の
構
造
の
土
台
(
回
中

回
目
白
)
を
成
す
経
済
的
諸
関
係
Q
W
O
D
O
R
-
目
n
F
R
〈
2
5
Z
2
8
)
が
そ
の
総

体
を
表
わ
し
て
い
る
、
生
産
関
係
q
g
仏
兵
門
戸
0
5
4
m
吋
E
-
宮
町
田
)
の
必
然

的
な
発
展
過
程
、
-
|
畢
寛
特
殊
u
歴
史
的
な
生
産
過
程
か
ら
ま
さ
に
遊

離
し
た
と
こ
ろ
に
成
立
つ
、
「
流
通
主
義
」
史
観
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ

と
を
明
示
し
て
い
る
、
と
わ
た
く
し
に
は
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
余
談
に
亘
る
が
、
今
少
し
く
付
言
す
れ
ば
、
ピ
レ
ン
ヌ
と
同
様

「
流
通
主
義
」
史
観
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
古
典
的
著
作
家
と
し
て
は
、
い

ま
ひ
と
り
、
か
の
=
勺
突
き
ミ
ミ
ま
内
必
紅
白
町
民
遠
宮
的
E
Q
回
a
o
-
-
}
冊
目
ロ
N

出回目
σげ
山
首
a
o
h
忌
位
H
H
n
F
O
ロ
ロ
・
円
、
冊
目
同
}
N
6
5
N
∞
)
の
著
者
ゾ
ム
バ
ル
ト

巧
四
E
O
H
ω
O
B
E
2
(
同
∞
g
l
H
E
C
が
あ
る
。
彼
は
、
右
の
代
表
作
の
第

一
巻
=
巴
司
g
込
白
注
目
白
容
志
向
宮
司
弘
三
R
F
ミ
H
E
Q
-
〉
口
出
・
)
の
第
一
分

冊
の
一
七
五
ペ
イ
ヂ
に
お
い
て
、
次
の
ご
と
く
日
っ
て
い
る
の
で
あ
る
、

'li
「
ピ
レ
ン
ヌ
が
中
世
都
市
の
成
立
に
関
す
る
彼
の
見
解
を
要
約
し
た

有
名
な
言
葉
は
、
彼
が
事
実
を
考
量
す
る
な
ら
ば
(
当
S
D
R
含
ロ
斗
呉
・

白
血
口
F
S
H
N
o
n
F
ロ
ロ
ロ
四
円
吋
担
問
叩
口
当
日
目
。
、
ま
さ
に
そ
の
正
反
対
に
改
め
ら

『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
世
都
市
の
展
開
』
補
遺

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
(
:
・
自
己
白
色
田
口
問
叩
口
問
戸
山
口
g
g
の
叩
四
四
ロ
芯
己
4
0
門
付
m
u
F
3

4

司
叩
a
g
)
。
ピ
レ
ン
ヌ
は
、
『
都
市
は
商
人
の
作
品
で
あ
る
、
夫
れ
は
、

彼
等
に
依
つ
て
の
み
存
在
す
る
』
T
F
g
i
ロ
叩
回
目
D
E
-
-
8
ロ
4
5
常
的

自
問
R
E
E
-
民
自
己
申
回
口
、
∞
H
Z
窓
口
件
門
戸
5
一
宮
吋
2
H
・
》
〕
と
考
え
て
い
る
(
出
-

HUH吋自白HMmy
〈

V
W
C
江
区
ロ
四
仏
四
回
門
口
口
丘
町
三
日
0
ロ
凹
ロ
ユ
)
回
目
ロ
冊
目
v

・
均
四
百
ど
向
F
沙
問
口

三
宮
町
w

〈
D
-
-
-
4
F
H
)
・
さ
)
。
〔
然
し
乍
ら
〕
正
し
く
は
次
の
如
く
に
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
〔
即
ち
〕
中
世
都
市
は
(
経
済
的
に
は
〉
地
代
お

よ
び
租
税
の
収
得
者
の
作
品
で
あ
る
、
『
商
人
』
は
彼
ら
に
依
つ
て
の
み
存

在
す
る
。
(
百
円
宮
町
四
B
P
R
O
O
田
町
冊
目
窓
口
一
U
H
o
g
邑
H
o
a
g
Z
5
丸
田
H
H
O虫

色
白
血
(
寄
O
D
D
S
-
田
口
町
)
門
凶
器
巧
四
円
}
内
仏
角
の
E
E
B
E
S
t
ロ
ロ
品
ω
窓
口
R
Z
'

N
日
叩
]
同
四
虫
色
。
=
同
史
民
ぽ
己
昨
日
E
m
u
弘
田
門
戸
2
8
ロ
ロ
門
会
同
]
守
口
}
戸
田
門
戸
)
(
〔
〕
内

は
引
用
者
の
挿
入
)
」
と
。

此
処
で
彼
れ
ゾ
ム
バ
ル
ト
が

3
の
吋
口
口
白
足
丘
町
ロ
ヴ
叩
N
向
。
F
2
2
ま
た

=
ω
昨
日
5
ろ
O
N芯
F
O
H
E
と
言
っ
て
い
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
封
建
領
主
(
の
吋

ze

E
F
2
3
、
領
邦
君
主
(
戸
田
口
白
白
田
町
R
G
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
ゾ
ム
バ
ル

ト
は
中
世
都
市
成
立
史
の
考
察
に
当
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
場
合
を
中
心
と
し

て
、
特
に
前
者
の
封
建
領
主
|
|
都
市
貴
族
(
E
E
N
-
0
3
お
よ
び
都
市

に
移
住
せ
る
農
民
貴
族
が
そ
の
地
代
(
の
E
E
5
2
8
)
の
蓄
積
(
〉
財
}
2
・

自
己
主
目
。
ロ
)
に
依
っ
て
得
た
所
の
資
本
を
投
下
し
て
蛍
む
と
こ
ろ
の
、
彼

の
い
わ
ゆ
る
専
業
的
商
業
2
R
Z
E
r
g
位
四
日
間
叩
回
目
ロ
念
日
)
に
対
す
る

と
こ
ろ
の
副
業
的
商
業
(
の
即
日
必
g
z
g
F
g
a
m
-
)
を
以
て
、
い
ま
封
建
的

財
産
の
動
産
化
(
豆
急
ロ
庄
司
門
戸
口
問
)
|
市
民
的
貨
幣
財
産
形
成
の
第
一
の

モ
メ
ン
ト
と
し
て
居
り
、
商
人
は
む
し
ろ
斯
か
る
封
建
領
主
に
依
る
と
こ

二
八
三
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経
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)

ろ
の
巨
大
な
る
消
費
財
(
同

B
E自
己
g
m同

C
E凹
)
の
集
積
の
既
に
存
在
し

た
処
に
集
り
来
っ
て
定
住
し
、
其
処
に
市
場
(
呂
田
件
。
を
開
い
た
の
で
あ

る
、
と
見
て
居
る
の
で
あ
る
。
が
、
然
し
、
わ
た
く
し
を
し
て
言
わ
し
む

れ
ば
、
斯
か
る
封
建
領
主
は
ピ
レ
ジ
ヌ
に
お
け
る
商
人
!
遠
隔
地
貿
易
に

従
事
す
る
所
の
専
業
的
商
人
と
そ
の
消
費
者
階
級
の
範
鳴
に
属
す
る
と
云

う
一
点
に
於
て
は
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
の
在
る
者
に
は
非
ず
、
従
っ
て
ゾ

ム
バ
ル
ト
の
見
解
と
ピ
レ
ン
ヌ
の
見
解
と
は
決
し
て
根
本
的
に
「
正
反
対

(
の
叩
問
。
ロ
窓
口
)
」
の
関
係
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

l
i
a現
に
、

ゾ
ム
バ
ル
ト
自
身
、
中
世
都
市
は
概
し
て
「
そ
の
成
立
当
初
の
数
世
紀
聞

は
殆
ど
純
粋
な
消
費
都
市
で
あ
っ
た
(
:
・
当
笹

B
包
含
司

R
2
3
V宵
'

F
Z
D
a
R
H冊
目
VHm切
切
由
民
叩
『
自
由
時
回
目
け
円
包
口
四
問
。
ロ
回
戸
B
R
oロ
m
m
E丘四

四
刊
当
日
目
白
口
回
目
白
血
)
」
と
回
っ
て
居
る
の
で
あ
る
(
前
掲
書
第
一
巻
第
一
分
冊

一
四
二
頁
)
。
以
て
、
彼
れ
ゾ
ム
バ
ル
ト
の
ピ
レ
ン
ヌ
同
様
の
「
流
通
主

義
」
史
観
は
い
ま
柄
乎
と
し
て
明
ら
か
な
る
所
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
畢
)

ハ
白
山
〉
此
処
に
引
用
せ
る
出
・

H
u
-
-
S
N
p
u
・
8
u
の
当
該
箇
所
の
原
文
は
、

次
の
如
き
も
の
で
あ
る
、

-
1
4
z
g
B
B
2
2
三回目。
F
H
F
O
Z
R
F
E
s
e

g
H
H向
。
品
。
国
司
山
手
沙
門
。
釘
口
。
。
ロ
ロ
E
2・
0H唱。江戸ロ問

HFOH》円。
ι
5
0
。同

件何回。目白昨日。ロ包宮内同
E
日時吋時国ロ品目呂田》。立山口問

g
d
q
g
a
o門戸曲目
ω・同肖
2
0口同
ω
白

4
0
q
a向。円。口
H包
官
官

E
H
m口口
O
向E
B
H
F
o
u
o
H
q
s
ω
問
。
岡
山
口
問
円
。
口
出
品
釦

-on白
】
包
旬
w
o
F
d匂窓口
Y
白口口
O三
日
出
向
件
。
白
同
白
門
司
。
。
司
B
S
F
E
S
o
o
q
-

h

官、。向。色、札昨日
MOonoロ
OHHH山口

H04日aq曲
目
。
同
国
民
同
OHV0・同口

HAW白ロ件一『
w
F。円宮山口

件v
o
z
o
H
F
R
E出品
ω
同
E
H
E
H
S
H
U
F
H
F
Z
B
i
g
-
唱

g
t
H
Oロ同一宮同『
O
E

二
八
四

ru『】
Oロ向島町同
8
2
8目
白

2
2・
.
こ
れ
ら
二
つ
の
セ
ン
テ
ン
ス
中
、
引
用

者
に
依
っ
て
い
ま
イ
タ
リ
ッ
ク
で
表
わ
さ
れ
た
前
文
中
の
語
は
、
ぜ
円
o
g
E・

E.
も
し
く
は
ぜ
円
。

nao円
の
い
ず
れ
か
一
方
の
明
ら
か
な
る
誤
植
で
あ
る

と
恩
わ
れ
る
が
、
前
者
の
・
司
g
S
E
E
-
で
は
此
処
に
引
か
れ
た
こ
つ
の
セ

ン
テ
ン
ス
を
通
じ
て
見
て
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
上
で
意
味
が
全
然
通
じ
な
い
。
の

っ
て
、
わ
た
く
し
は
前
文
中
イ
タ
リ
ッ
ク
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
語
は
元
来
後
者

の
ぜ
g
n
E
E
.
の
誤
植
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
本
文
に
於
け
る
が
如
く
に
訳

出
し
た
の
で
あ
る
。

附
記
本
稿
の
要
旨
は
、
去
る
五
月
三
十
日
本
学
に
於
て
拙
著
の
合
評
の
た

め
に
聞
か
れ
た
、
「
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
会
」
並
び
に
「
比
較
都
市
史
研
究
会
」

の
合
同
集
会
の
席
上
、
筆
者
に
依
っ
て
お
な
じ
題
名
の
も
と
に
口
頭
で
発
表
せ

ら
れ
た
。

〔
一
九
八
七
・
一

0
・二

提
出
〕




